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一八世紀のロンドン商人ボウズソキット家の事業展開（川分）

【
要
約
】
　
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
史
は
、
貿
易
相
手
地
域
ご
と
の
統
計
整
備
や
、
特
定
地
域
の
独
占
権
を
付
与
さ
れ
た
特
許
会
社
の
社
史
が
研
究
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
商
業
活
動
を
考
え
る
際
に
も
地
域
別
に
研
究
が
進
ん
で
き
た
が
、
現
実
に
は
貿
易
商
達
の
活
動
は
多
地
域
に
渡
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
彼
ら
は
、
自
分
達
の
商
業
活
動
を
支
え
る
た
め
に
も
貿
易
金
融
や
保
険
業
、
銀
行
業
と
い
っ
た
業
務
を
兼
務
し
や
す
か
っ
た
。
実

は
、
こ
の
よ
う
な
商
業
の
多
様
性
・
多
角
性
こ
そ
が
、
一
八
世
紀
と
い
う
国
際
貿
易
の
揺
藍
期
の
基
本
的
特
徴
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ボ
ウ

ズ
ン
キ
ッ
ト
家
と
い
う
商
人
一
家
の
事
業
を
調
査
し
、
彼
ら
の
業
務
展
開
も
ま
た
多
地
域
、
多
業
種
に
渡
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
際

商
業
が
ま
だ
手
探
り
状
態
で
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
専
門
分
化
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
時
代
を
生
き
た
彼
ら
は
、
一
つ
の
業
種
を
大
規
模
か
つ
長
期
に
展
開

す
る
よ
り
も
、
小
規
模
で
短
期
の
多
様
な
内
容
の
事
業
を
同
時
に
、
あ
る
い
は
次
々
と
行
う
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
八
巻
五
号
　
一
九
九
五
年
九
月

…

口
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
史
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
、
ラ
ル
フ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
貿
易
統
計
の
整

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

理
と
、
特
許
貿
易
会
社
の
社
史
編
纂
を
中
核
に
発
展
し
て
き
た
。

　
こ
の
結
果
我
々
は
当
時
の
国
際
貿
易
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
通
常
東
イ
ン
ド
、
北
米
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
と
い
っ
た
特
定
地
域
ご
と
に
分
類
し
て

研
究
し
て
き
た
。
ま
た
貿
易
商
人
を
考
え
る
際
に
も
、
東
イ
ン
ド
商
人
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
と
い
っ
た
よ
う
に
そ
の
専
門
と
み
な
し
た
地
域
を
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冠
し
て
呼
び
、
そ
の
地
域
の
み
を
彼
ら
の
活
動
の
舞
含
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
貿
易
漬
動
が
実
際
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
た
か
と
い
う
商
業
史
的
な
問
題
を
研
究
対
象
と
す
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
く

つ
か
の
商
会
の
経
営
に
つ
い
て
実
証
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
個
々
の
商
会
の
取
引
が
同
時
に
多
地
域
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
商
会
が
船
舶
所
有
や
製
造
業
へ
の
投
資
な
ど
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
は
か
っ
て
か
ら
よ

　
　
　
　
　
　
　
④

く
知
ら
れ
て
い
た
し
、
特
に
一
八
世
紀
後
半
以
降
は
金
融
業
に
転
換
し
た
例
が
多
い
こ
と
も
、
商
人
の
社
会
史
的
研
究
か
ら
常
々
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
⑤

き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
チ
ャ
ッ
プ
マ
ソ
の
よ
う
な
商
業
史
家
が
、
こ
の
よ
う
な
経
営
の
多
角
性
こ
そ
が
一
八
世
紀
国
際
商
業
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
特
色
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
一
八
世
紀
の
貿
易
企
業
は
多
地
域
、
多
業
種
に
事
業
を
展
開
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
、
当
時

の
企
業
の
経
営
形
態
一
家
族
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
共
同
経
営
一
が
こ
う
し
た
傾
向
を
生
み
だ
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
世
紀
も
相
当
末
に
な
る
ま
で
株
式
会
社
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
多
く
の
企
業
は
共
同
経
営
出
頭
貯
費
ω
圧
℃
の
形
態
を

と
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
数
名
の
出
資
者
が
（
出
資
せ
ず
労
働
だ
け
を
提
供
す
る
者
が
参
加
す
る
場
合
も
あ
る
）
数
年
か
ら
一
〇
数
年
程
度
の
期
間
に
渡

る
共
同
事
業
の
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
出
資
比
率
と
労
働
量
に
応
じ
た
配
当
と
給
与
を
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
出
資
者
が
入
れ
替
わ
る
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
事
業
内
容
や
資
本
金
も
絶
え
ず
変
動
す
る
こ
の
よ
う
な
経
営
形
態
で
は
、
大
規
模
で
永
続
的
な
企
業
は
生
じ
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
一
九
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
無
数
に
現
れ
て
は
消
え
る
小
規
模
な
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
商
業
の
担
い
手
で
あ

っ
た
。

　
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
達
は
一
生
の
内
に
、
時
に
は
同
時
並
行
的
に
、
こ
う
し
た
企
業
の
複
数
に
関
与
し
た
。
ま
た
た
と
え
個
人

が
複
数
の
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
関
与
し
な
く
と
も
、
彼
の
一
族
の
メ
ン
バ
ー
が
他
の
企
業
に
関
与
し
て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
一
つ
の
商
人
一
家
が
同
時
に
複
数
の
共
同
経
営
に
互
い
に
出
資
し
合
い
な
が
ら
参
加
し
て
い
っ
た
結
果
、
多
地
域
の
貿
易
や
多
様
な
業
種

に
ま
た
が
っ
た
家
族
資
本
が
、
一
般
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
。
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一八世紀のロンドン商人ボウズンキット家の事業展開（川分）
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以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
短
命
で
小
規
模
な
詣
ソ
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
無
数
に
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
複
数
に
一
つ
の
家
族
資
本
が
同
時
に
関
わ
っ

て
い
た
と
い
う
状
態
が
、
事
業
展
開
の
多
角
性
と
い
う
一
八
世
紀
国
際
商
業
の
特
色
を
生
み
だ
し
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
こ
こ
で
先
取
り
し

た
結
論
は
、
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
と
い
う
商
人
一
族
の
調
査
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
同
家
の
史
料
・
研
究
状
況
、

そ
の
家
族
史
、
事
業
活
動
と
い
う
順
で
記
述
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
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O
紳
℃
や
繊
蹟
●

⑦
　
イ
ギ
ジ
ス
で
株
式
会
社
が
法
制
度
化
さ
れ
る
の
は
一
八
六
二
年
で
、
以
後
も
多

　
く
の
会
社
は
伝
統
に
固
執
し
、
有
限
責
任
の
概
念
を
信
用
し
な
か
っ
た
た
め
、
普

　
及
し
な
か
っ
た
。
H
9
島
‘
や
b
。
一
。
。
．
結
局
イ
ギ
リ
ス
で
大
規
模
な
会
社
の
登
場
を

　
見
る
の
は
、
世
紀
．
転
換
期
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
℃
．
い
・
℃
ρ
葦
ρ
．
．
月
冨

　
司
旨
曾
σ
q
o
p
8
0
h
け
7
①
い
胃
σ
q
①
－
の
o
a
①
O
o
三
身
騨
”
k
ヨ
ゆ
二
＄
冨
、
．
．
肉
＄
蕊
§
乱
ら

　
霞
縁
ミ
曙
鳶
ミ
龍
さ
．
、
b
o
コ
α
ω
臼
．
㌔
b
Q
O
（
δ
⑦
『
）
㌔
噂
℃
■
鑓
O
ー
ヨ
N
曜

3　（653）



二
　
史
料
状
況
と
研
究
の
現
状

4　（664）

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
亡
命
ユ
グ
ノ
ー
の
家
系
で
、
商
人
・
金
融
業
者
と
し
て
成
功
し
た
後
政
府
関
係
・
知
的
専
門
職
に
も
人
材
を
輩
出
し

た
名
家
で
あ
り
、
同
家
に
関
す
る
一
次
史
料
は
公
文
書
館
で
保
管
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
研
究
に
も
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
に
関
す
る
史
料
は
、
著
作
や
議
会
声
明
な
ど
の
刊
行
物
、
特
許
貿
易
会
社
総
裁
や
外
交
官
と
い
っ
た
公
的
な
立
場
で
交

　
　
　
　
②

わ
し
た
書
簡
、
そ
し
て
一
家
の
私
的
な
商
業
活
動
や
土
地
経
営
に
関
す
る
書
類
に
大
別
さ
れ
る
。
前
二
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
英
博
物
館
、
イ

ン
デ
ィ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
三
つ
目
の
私
的
な
書
類
は
、
一
家
が
所
領
を
形
成
し
た
エ
セ
ッ
ク
ス
、
ハ
ー
ト
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

オ
ー
ド
シ
ャ
ー
、
グ
ェ
ン
ト
州
の
文
書
館
と
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ォ
ル
サ
ン
ス
ト
ウ
博
物
館
に
保
管
さ
れ
、
そ
し
て
一
部
は
現
在
も
一
家
の
子
孫
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

住
む
グ
ェ
ン
ト
州
の
屋
敷
デ
ィ
ン
ジ
ェ
ス
ト
ウ
・
コ
ー
ト
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
家
の
末
畜
の
ヘ
ン
リ
・
セ
オ
ド
ア
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
収
集
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
グ
ノ
ー
協
会
に
寄
贈
し
た
も
の
が
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
存
在
す
る
。

　
本
論
に
関
係
を
持
つ
の
は
、
最
後
の
私
的
な
書
類
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
セ
ヅ
ク
ス
州
文
書
館
と
ウ
ォ
ル
サ
ン
ス
ト
ゥ
博
物
館
に
所
蔵
の
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
所
領
に
関
す
る
も
の
1
土
地
の
所
有
関
係
・
登
記
の
書
類
、
徴
税
の
記
録
、
領
地
裁
判
記
録
一
で
あ
り
、
商
会
経
営
の
史

料
と
し
て
は
利
用
価
値
が
な
い
。
ハ
…
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
公
文
書
館
所
蔵
の
文
書
も
、
こ
の
州
内
の
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ヅ
ト
家
の
所
領
プ
ロ
ク
ス

バ
ー
ン
ベ
リ
に
つ
い
て
の
も
の
が
大
半
だ
が
、
こ
こ
に
は
こ
の
所
領
を
購
入
し
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
と
そ
の
父
一
世
の
書
類
が
残
さ
れ
た
。
両

者
は
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
商
人
で
あ
り
、
彼
ら
に
関
す
る
史
料
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
一
八
世
紀
の
ボ
ゥ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
の
商
業
活
動
を
知
る

上
で
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
グ
ェ
ン
ト
州
文
書
館
に
は
、
こ
の
州
に
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
の
所
領
が
集
中
し
て
い
た
た
め
に
、
膨
大
な
借
地
権
・

抵
当
権
関
連
の
書
類
の
み
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
家
族
が
保
管
し
て
い
た
史
料
の
三
分
の
二
相
当
が
、
新
た
に

委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
中
に
も
、
十
数
枚
の
商
業
文
書
や
遺
書
、
財
産
目
録
や
家
計
簿
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀

の
商
桑
反
書
の
う
ち
、
湘
妾
量
で
空
弾
も
重
要
な
も
の
が
、
現
在
も
ま
だ
寡
族
の
も
と
に
残
さ
れ
て
か
る
。



一八世紀のロンドン商入ボウズソキヅト家の事業展開（川分）

　
以
上
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
商
会
経
営
の
調
査
に
関
し
て
は
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
…
ド
シ
ャ
ー
と
グ
ェ
ン
ト
州
文
書
館
、
そ
し
て
家
族
が
保
管
し

て
い
る
も
の
に
重
要
な
史
料
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
筆
者
は
前
者
の
二
つ
の
州
文
書
館
所
蔵
の
も
の
を
見
る
機
会
を
得
た
。

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
に
関
す
る
研
究
は
、
家
族
史
の
調
査
と
、
商
業
史
に
お
け
る
間
家
の
史
料
利
用
2
、
一
つ
の
範
疇
に
分
け
得
る
。
家
族
史

は
一
九
世
紀
後
半
に
同
家
の
一
員
の
手
で
短
い
も
の
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
系
図
の
整
理
が
中
心
で
、
し
か
も
私
的
な
出
版
物
に

　
　
　
　
⑥

と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
に
は
ヘ
ン
リ
・
セ
オ
ド
ア
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
の
依
頼
と
史
料
提
供
を
受
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
グ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

1
協
会
が
本
格
的
な
リ
サ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
商
業
史
研
究
で
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
『
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
間
の
通
商
と
金
融
』
と
、
ラ
ル
フ
・
デ
ィ
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
商
に
つ
い
て
の
著
作
に
、
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
商
業
活
動
に
詳
し
く
ふ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
た
だ
し
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
保
存
さ
れ
て
い
た
公
証
人
文
書
や
商
業
書
簡
を
使
用
し
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
史
料
は
使
わ
な
か
っ
た
。
一
方
デ
ィ
ヴ

ィ
ス
は
、
現
在
は
グ
ェ
ン
ト
偽
文
書
館
に
大
半
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
当
時
は
す
べ
て
が
家
族
所
有
で
あ
っ
た
商
業
史
料
を
使
用
し
た
。
し
か

し
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
関
心
は
一
七
四
〇
年
代
ま
で
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
あ
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
降
の
史
料

は
余
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
史
料
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
自
身
指
摘
す
る
よ
う
に
世
紀
後
半
に
関
し
て
の
方
が
豊
富

で
あ
り
、
ま
た
同
家
の
商
業
活
動
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
限
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
研
究
か
ら
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
事
業
全

体
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
総
括
す
れ
ば
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
は
、
家
族
史
は
完
成
し
て
い
る
が
、
商
会
経
営
に
つ
い
て
は
朱
唇
の
状
態
に
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
八
批
紀
の
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
の
商
業
活
動
の
全
体
像
を
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
た
だ
し
前
述
し
た
よ
う
に
、

筆
者
は
同
家
の
商
業
史
料
の
う
ち
現
在
も
一
族
が
保
管
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
團
を
通
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
関
し
て
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の

研
究
に
依
拠
す
る
露
な
い
。
従
っ
て
本
稿
は
、
現
在
も
一
族
所
蔵
の
も
の
で
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
紹
介
し
な
か
っ
た
一
八
世
紀
後
半
の
商
業
史
料
に

つ
い
て
は
、
全
く
内
容
を
把
握
し
な
い
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

5　（665）



①
　
一
九
世
紀
初
頭
の
対
仏
戦
争
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
西
イ
ン
ド
プ
ラ
ン
タ
ー
の

　
負
債
問
題
、
地
金
委
員
会
関
係
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
声
明
は
、
大
英
博
物
館
の

　
冥
自
憎
い
皆
箪
蔓
、
宮
自
重
Ω
甲
一
冨
曙
凱
σ
心
象
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く

　
は
三
章
註
⑩
⑬
。
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
か
ら
は
小
説
家
、
学
者
が
輩
出
さ
れ
そ
れ

　
ら
の
著
作
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

②
〉
＆
■
蜜
‘
・
ω
窃
露
象
∪
δ
℃
ヨ
。
掃
勺
巷
曾
。
・
「
し
。
圃
b
。
刈
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。
≦
9
①
も
・
冨
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勺
巷
霞
。
。
噌

　
お
＝
α
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〉
ぴ
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①
①
謬
℃
㊤
喝
曾
ω
」
b
ゆ
ユ
け
冨
『
斌
夏
霞
零
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。
ヨ
㊤
ン
瞭
ω
ρ
の
①
ユ
Φ
。
。

　
O
葺
、
H
鵠
島
曽
O
魯
這
い
旨
『
鶏
《
・

③
b
d
o
。
・
雪
ρ
器
け
想
署
實
。
。
℃
浮
。
。
①
誕
菊
①
8
畿
O
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。
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℃
甲
圃
⑦
詳
h
o
a
ω
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冨
国
①
8
乙

　
○
旨
O
P
Ω
芝
。
白
け
図
o
o
o
a
O
津
o
ρ
乏
巳
夢
ρ
ヨ
ω
芸
9
＜
振
回
筋
㊦
需
旨
。

④
　
U
冒
σ
Q
Φ
ω
8
’
＜
O
o
霞
r
Ω
メ
＜
o
コ
戸

⑤
O
o
囲
δ
〇
二
8
0
h
O
巷
け
困
両
●
↓
’
〉
．
じ
ロ
。
の
p
3
器
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σ
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｛
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ω
o
鼠
。
隠
●

⑥
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＄
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簿
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9
一
。
。
謡
．
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
と
そ
の
姻
戚
の
系
図
が
あ
る
。

　
著
者
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
の
次
男
の
長
女
。
（
表
一
ー
ウ
参
照
）
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8
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曙
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〇
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（
貯
簿
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a

　
一
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自
）
■

⑨
刃
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覧
日
U
⇔
く
貫
ミ
馬
装
。
ミ
ミ
b
ミ
§
罫
馬
§
侮
『
§
三
景
哩
帆
魯
↓
着
目
ミ
匂

　
§
、
譜
富
謡
ミ
§
、
ぎ
吋
帖
偽
ミ
§
、
ミ
G
§
ミ
鳶
”
轡
。
一
益
o
ρ
お
q
『
．
（
以
下

　
島
回
態
。
、
と
略
す
る
。
）

6一　（666）

三
　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
系
譜

（一

j
第
　
【
　
世
代

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
故
郷
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
本
拠
地
セ
ヴ
ァ
ン
ヌ
地
方
で
あ
る
。
同
家
の
本
家
筋
は
一
七
世
紀
中
ご
ろ
に
は
ソ
ミ
エ

1
ル
ω
。
ヨ
巨
震
Φ
ω
近
在
の
地
主
で
、
次
三
男
の
多
く
は
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
族
は
一
八
世
紀
に
は
そ
の
姓
に
α
Φ
を
冠
し
、
ブ
ザ
ン
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
の
市
長
も
出
し
て
い
る
。
分
家
が
ラ
サ
ル
リ
p
ω
㊤
＝
と
り
ュ
ネ
ル
ピ
量
巴
に
あ
り
、
こ
の
う
ち
後
者
が
本
稿
で
扱
う
家
系
で
あ
る
。

　
一
七
世
紀
中
葉
の
リ
ュ
ネ
ル
の
分
家
の
当
主
ピ
エ
ー
ル
は
国
王
裁
判
所
の
書
記
官
σ
Q
話
融
震
で
、
四
男
三
女
の
父
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
長

男
と
四
男
は
軍
人
、
次
女
も
軍
人
の
妻
と
な
っ
た
。
一
方
、
長
女
マ
ル
グ
リ
ヅ
ト
は
絹
織
物
商
の
ジ
ャ
ン
・
ゴ
ウ
セ
ン
の
も
と
に
嫁
い
で
お
り
、

次
男
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
も
こ
の
義
兄
の
紹
介
で
リ
ヨ
ン
で
絹
織
物
商
業
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
＝
ハ
八
五
年
の
ナ
ン
ト
の
勅
令
廃
止
は
、
新
教
徒
で
あ
っ
え
一
儀
に
離
散
を
強
い
た
。
父
と
長
躬
、
そ
し
て
幼
い
か
ま
た
億
誕
生
前
だ
っ
沈
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四
男
と
次
三
女
は
、
ヵ
ト
リ
ヅ
ク
に
改
宗
し
本
国
に
残
っ
た
。
し
か
し
故
郷
以
上
に
新
教
が
熱
心
に
奉
じ
ら
れ
て
い
た
り
譜
ソ
に
い
た
デ
イ
ヴ

ィ
ッ
ド
は
、
姉
夫
婦
と
と
も
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
逃
れ
、
そ
の
後
ニ
ケ
月
の
内
に
単
身
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
。
三
男
ジ
ョ
ン
は
当
時
は
故
郷
に
と

ど
ま
っ
た
が
、
結
局
改
宗
を
拒
み
、
九
四
年
に
兄
を
追
っ
て
渡
英
し
た
。

　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
は
渡
英
と
同
時
に
事
業
を
開
始
し
た
。
彼
の
会
計
簿
は
彼
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
後
ニ
ヵ
月
も
た
た
な
い
四
月
一
七
日
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。
高
級
織
物
商
会
社
印
震
8
猛
O
o
B
喝
き
畷
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
彼
は
、
ぜ
い
た
く
品
を
扱
う
店
が
並
ん
で
い
た
テ
ー

プ
サ
イ
ド
の
バ
ク
ラ
ー
ズ
ベ
リ
¢
d
琴
希
望
ω
び
母
《
通
り
に
住
み
、
イ
タ
リ
ア
、
中
近
東
か
ら
の
奢
修
品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
ら
し
い
。
彼
は
後

に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
に
も
な
る
が
、
そ
れ
は
当
時
こ
の
地
域
が
イ
ギ
リ
ス
の
主
な
生
糸
の
輸
入
先
と
な
っ
て
い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

ジ
ョ
ン
は
亡
命
の
翌
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
彼
は
当
時
成
人
し
た
ば
か
り
の
青
年
で
兄
の
代
理
商
と
し
て
活
動
し
た
と
思
わ

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
ジ
ョ
ン
は
亡
命
直
後
か
ら
絹
織
物
や
東
方
物
産
の
輸
入
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
成
功
で
、
彼
ら

は
と
も
に
一
〇
万
ポ
ン
ド
も
の
遺
産
を
残
し
た
。

8　（668＞

（
二
）
　
第
　
二
　
嶺
　
代

　
弟
は
生
涯
独
身
だ
っ
た
が
、
デ
イ
ヴ
ィ
ヅ
ド
の
方
は
九
八
年
同
じ
亡
命
ユ
グ
ノ
ー
の
ヘ
イ
ズ
家
か
ら
妻
を
迎
え
、
九
男
五
女
を
も
う
け
た
。

無
事
成
人
し
た
三
人
の
娘
の
う
ち
、
ス
ザ
ン
ナ
は
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
証
券
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヴ
ァ
ン
・
ノ
ッ
テ
ン
と
、

エ
レ
ノ
ア
は
リ
ネ
ソ
ド
レ
i
。
バ
ー
の
ヘ
ン
リ
・
L
・
ハ
ン
タ
ー
と
結
婚
し
た
。

　
長
男
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ニ
世
と
、
生
存
中
五
番
囲
の
息
子
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
の
二
人
は
、
代
理
商
と
し
て
二
〇
代
を
ア
レ
ッ
ポ
で
過
し
て
い
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ニ
世
は
一
七
二
九
年
三
〇
才
の
時
に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
て
い
る
。
ピ
ー
タ
ー
は
こ
の
こ
ろ
こ
の
兄
と
交
代
す
る
形
で
ア
レ
ッ

ポ
に
赴
任
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
三
九
年
当
地
で
約
八
四
〇
〇
ポ
ン
ド
の
小
産
を
残
し
て
死
亡
し
た
。

　
帰
国
後
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
野
営
は
エ
セ
ッ
ク
ス
に
住
ま
い
を
構
え
妻
を
迎
え
た
。
彼
女
は
良
き
妻
で
、
ユ
グ
ノ
ー
の
名
家
を
姻
戚
に
持
つ
よ



一八世紀のロンドン商人ボウズンキット家の事業展開（川分）

う
な
実
家
の
出
身
だ
っ
た
が
、
父
は
こ
の
結
婚
に
反
対
し
て
長
男
を
遺
産
分
配
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
し
か
し
デ
イ
ヴ
ィ
ヅ
ド
ニ
世
は
独
力
で

約
一
万
七
千
ポ
ン
ド
の
財
産
を
築
き
、
ロ
ン
ド
ン
保
険
会
社
い
。
巳
。
⇔
》
ω
ω
舞
㊤
⇒
8
0
臨
。
①
の
重
役
に
も
就
任
し
た
。

　
彼
は
レ
ヴ
一
，
ソ
ト
貿
易
は
弟
や
従
兄
弟
ク
ロ
ー
ド
・
ヘ
イ
ズ
を
代
理
商
と
し
て
継
続
す
る
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
・
ヌ
フ
ヴ
ィ
ル
U
Φ
茗
？

覗
く
讐
①
商
会
を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
物
資
や
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
買
い
付
け
た
商
品
を
輸
出

　
　
　
②

し
て
い
た
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
弟
ク
ロ
ー
ド
が
受
け
継
ぐ
が
、
彼
は
次
第
に
商
品
取
引
よ
り
も
証
券
投
資
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
心
を
移
し
始
め
る
。

ク
ロ
ー
ド
は
こ
う
し
た
事
業
で
六
万
ポ
ン
ド
を
越
え
る
財
産
を
作
り
上
げ
た
。

　
ア
レ
ッ
ポ
で
早
世
し
た
ピ
ー
タ
ー
と
こ
の
ク
ロ
ー
ド
、
そ
し
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
生
涯
を
独
身
で
過
ご
し
て
い
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
兄
弟

湿
た
だ
一
人
商
業
の
道
に
入
ら
ず
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
進
み
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医
学
を
学
び
開
業
医
と
な
っ

た
。
し
か
し
彼
は
南
海
会
社
株
や
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
の
土
地
購
入
も
行
っ
て
い
る
。

　
長
兄
と
父
の
不
和
の
結
果
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
直
系
の
相
続
人
と
な
っ
た
の
は
、
次
男
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
一
世
だ
っ
た
。
彼
の
単
比
ア
リ
・
ダ

ン
ス
タ
ー
の
父
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
副
総
裁
や
ロ
ン
ド
ン
取
引
所
保
険
会
社
菊
。
団
入
団
×
o
冨
⇔
σ
q
Φ
諺
ω
。
。
霞
ρ
昌
。
①
総
裁
を
つ
と
め
、
母
は
ボ

ウ
ズ
ソ
キ
ヅ
ト
家
同
様
の
モ
ミ
グ
レ
の
富
裕
な
ロ
ン
ド
ン
商
人
の
娘
で
あ
っ
た
。
と
も
に
多
大
な
財
産
を
継
承
し
た
二
人
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
に

い
く
つ
か
の
荘
園
を
購
入
す
る
。
サ
ミ
．
一
エ
ル
は
こ
こ
か
ら
シ
テ
ィ
に
通
勤
し
て
事
業
を
行
う
一
方
、
州
四
季
裁
判
所
の
議
長
を
つ
と
め
た
り

教
区
の
礼
拝
堂
設
立
に
尽
力
す
る
な
ど
地
域
の
名
望
家
と
し
て
も
活
動
し
た
。

　
末
弟
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
は
一
七
三
二
部
門
の
他
界
の
直
後
、
一
九
才
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
渡
る
。
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
が
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
ハ

ン
ブ
ル
ク
商
人
フ
ァ
テ
ィ
オ
閃
ρ
賦
。
と
共
同
経
営
に
入
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
は
二
、
三
年
取
引
先
で
修
業
し
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

自
己
勘
定
で
取
引
を
始
め
た
。
彼
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
社
の
重
役
と
な
り
、
当
地
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ン
ベ
リ
と
結
婚
す
る
。
彼
女
の
父
は
南
海

会
社
副
総
裁
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
社
総
裁
を
歴
任
し
た
人
物
で
、
母
は
一
七
〇
二
年
度
の
ロ
ン
ド
ン
市
長
の
娘
で
あ
っ
た
。
彼
は
五
七
年
に
帰
国

し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
重
役
に
な
り
、
ま
た
海
洋
協
会
の
出
資
人
と
な
る
な
ど
、
シ
テ
ィ
の
有
力
者
と
し
て
行
動
し
た
。

9　（669）



彼
の
遺
産
は
、
八
万
五
千
ポ
ン
ド
を
越
え
る
動
産
の
他
、
シ
テ
ィ
の
二
つ
の
不
動
産
、
兄
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
か
ら
相
続
し
た
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
④

の
土
地
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
と
ジ
ャ
ン
・
ゴ
ウ
セ
ソ
の
子
供
達
に
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
彼
ら
は
二
人
と
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
生
涯
を
全
う
し
た
が
、

三
人
の
息
子
達
ー
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
、
ピ
エ
ー
ル
、
ポ
ー
ル
ー
の
う
ち
前
二
者
は
叔
父
達
を
追
っ
て
一
七
〇
〇
年
頃
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
す
る
。
ま
た
、

ポ
ー
ル
の
三
男
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
も
一
六
才
の
時
渡
英
す
る
。

10　（670）

（
三
）
第
三
世
代

　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
二
世
の
子
孫
は
リ
チ
ャ
ー
ド
だ
け
で
あ
っ
た
。
五
才
で
父
を
失
っ
た
彼
は
、
叔
父
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加
し
、
叔

父
の
死
後
そ
の
事
業
を
継
承
し
て
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
＆
フ
ァ
テ
ィ
オ
商
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
商
会
は
一
七
七
〇
年
代
に
は
西
イ

ン
ド
向
け
融
資
を
業
務
の
中
核
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
リ
チ
ャ
ー
ド
は
不
在
地
主
の
代
理
人
と
し
て
グ
レ
ナ
ダ
を
視
察
し
て
も
い
る
。
し
か
し

こ
の
商
会
は
七
六
年
頃
に
破
産
し
、
リ
チ
ャ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
た
。
彼
は
遺
言
執
行
人
と
し
て
叔
父
の
遺
産
の
管
理
を
ま
か
さ
れ
て

　
　
⑤

い
た
が
、
こ
れ
の
一
部
を
こ
の
破
産
で
失
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
た
め
か
、
彼
は
帰
国
後
も
親
族
と
離
れ
て
晩
年
を
過
ご
し
未

婚
の
ま
ま
死
亡
し
た
。

　
サ
、
、
、
ユ
エ
ル
】
世
は
二
男
二
女
を
残
し
た
。
長
女
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
は
、
又
従
兄
弟
の
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ゴ
ウ
セ
ン
と
結
婚
し
た
。
彼

は
東
イ
ン
ド
会
社
の
重
役
の
他
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
重
役
、
副
総
裁
、
総
裁
を
歴
任
し
て
い
る
。

　
次
女
メ
ア
リ
は
、
姉
と
は
対
照
的
に
、
一
家
の
伝
統
に
反
し
た
個
性
的
な
人
生
を
生
き
た
。
彼
女
は
十
代
で
メ
ソ
ジ
ス
ト
と
な
り
、
ウ
ェ
ズ

リ
師
自
身
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
た
よ
う
な
博
愛
活
動
家
と
な
っ
た
。
彼
女
は
四
二
才
で
ジ
ョ
ン
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
師
と
結
婚
す
る
が
、
二
人

の
生
活
は
子
に
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
師
の
病
死
で
四
年
弱
に
終
わ
っ
た
。

　
長
男
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
は
一
二
才
を
迎
え
る
や
い
な
や
父
の
死
に
遇
し
た
の
で
、
芸
人
と
同
特
に
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
塚
旗
系
の
嘆
大
な
財
産
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の
相
続
者
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
彼
は
早
く
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
重
役
等
シ
テ
ィ
の
公
的
な
役
職
を
歴
任
し

て
い
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
・
対
難
戦
期
と
い
う
困
難
な
時
代
に
こ
の
二
つ
の
組
織
の
副
総
裁
・
総
裁
職
に
あ
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は

こ
の
時
期
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
や
私
略
言
捕
船
の
攻
撃
で
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
イ
ズ
ミ
ル
港
に
海
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
政
府
に
強
く
求
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
こ
う
し
た
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
。

　
彼
は
六
七
年
従
姉
妹
の
エ
レ
ノ
ア
・
ハ
ン
タ
ー
と
結
婚
し
、
三
男
一
女
を
も
う
け
た
（
娘
は
天
瀬
）
。
彼
は
ま
た
八
九
年
に
は
叔
父
ク
ロ
ー
ド

か
ら
遺
贈
さ
れ
た
一
万
ポ
ン
ド
で
、
モ
ン
マ
ス
シ
ャ
ー
（
現
グ
ェ
ン
ト
）
州
に
所
領
を
購
入
し
た
。
し
か
し
彼
は
、
お
そ
ら
く
は
シ
テ
ィ
に
近
い

た
め
に
、
住
ま
い
と
し
て
は
エ
セ
ッ
ク
ス
州
の
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
屑
。
器
暮
麟
。
蕊
①
の
方
を
選
び
、
こ
こ
で
州
長
官
や
王
領
林
野
裁
判
所

判
事
・
を
つ
と
め
た
。

　
半
ば
地
主
化
し
シ
テ
ィ
で
も
公
的
な
活
動
に
忙
し
か
っ
た
兄
と
は
対
照
的
に
、
次
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
は
商
会
の
経
営
に
徹
し
た
。
独
身
老

だ
っ
た
彼
は
、
生
家
の
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
で
一
生
暮
ら
し
、
自
分
の
馬
車
で
毎
日
シ
テ
ィ
に
通
っ
た
。
彼
は
イ
ー
ト
ン
校
で
教
育
を
受
け
、

そ
の
後
家
族
の
商
会
で
修
業
し
た
ら
し
く
、
七
一
年
に
は
ウ
ィ
ラ
ミ
ン
と
い
う
商
人
と
共
同
経
営
に
は
い
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
詳
細
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
史
料
は
な
い
が
、
絹
物
を
扱
ワ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
八
五
年
に
は
フ
ォ
ス
タ
ー
＆
ル
ボ
ッ
ク
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
（
以
下
F
＆
L
＆
B
銀
行
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
）
と
い
う
銀
行
の
手
間
経
営
老
と
な
っ
た
。
ま
た
父
同
様
ロ
ン
ド
ン
取
引
所
保
険
会
社
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
で
、
両
会
社
で
重

役
、
副
総
裁
に
就
任
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
は
四
男
三
女
を
も
う
け
、
三
男
三
女
が
無
事
成
長
し
た
。
長
女
ス
ザ
ン
ナ
は
、
ケ
ン
ト
州
の
製
紙
業
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ア
ッ
ト
マ
ソ
の
後
妻
と
な
っ
た
。
ホ
ァ
ッ
ト
マ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
で
最
大
級
の
富
裕
な
製
紙
業
者
で
あ
り
、
ケ
ン
ト
州
の
州
長
官
を
も
つ
と
め
て

い
る
。
ま
た
次
女
メ
ア
リ
は
ユ
グ
ノ
ー
の
家
柄
の
ジ
ョ
ン
・
コ
マ
レ
ル
と
、
三
女
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
従
姉
妹
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
の
息
子
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ロ
バ
ー
ト
一
世
と
結
婚
し
た
。

　
長
男
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
は
、
九
才
年
長
の
従
兄
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
と
類
似
し
た
経
歴
を
た
ど
っ
て
お
り
、
や
は
り
商
人
と
し
て
人
生
を
全
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表1一ウ　ボウズソキット家の系図田

　　Jacob　I　F：Elizabeth　｝lanbury

（
余
＝
「
）
認
麟
蝋
縮
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騒
山
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寂
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築
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極
λ
払
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ロ
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翠
く
一
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糊工w’
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（1797－1848）　（1799一・1872）

S．　P．　Hunter　＝Constance

Baronet
L．Clara＝Horace　Meyer　Arthur　Pereival　Theodore　Cecil　Gustavus
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う
し
た
。
彼
も
イ
ー
ト
ン
を
卒
業
し
、
そ
の
後
こ
の
従
兄
鵡
の
や
ウ
て
い
た
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
＆
ウ
ぞ
う
ミ
ン
帝
会
に
ジ
ュ
ニ
ア
∵
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
参
加
し
た
。
彼
は
二
七
才
で
東
イ
ン
ド
会
社
の
重
役
と
な
り
、
死
亡
時
ま
で
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
時
代

に
は
こ
の
議
長
を
三
期
に
渡
っ
て
つ
と
め
、
ま
た
同
時
期
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
副
総
裁
に
も
就
任
し
た
。
祖
父
の
代
か
ら
の
保
険
業
と
の
関
係

は
、
彼
に
至
っ
て
ロ
イ
ズ
へ
の
参
加
と
い
う
形
態
に
発
展
し
た
。

　
彼
は
ま
た
ホ
榊
，
ッ
ト
マ
ン
家
の
製
紙
業
に
も
出
資
し
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ァ
ッ
ト
マ
ン
は
晩
年
工
場
を
売
却
し
た
が
、
そ
の
際
自
分
の
補

佐
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ル
ス
ト
ン
に
資
本
を
貸
し
、
ホ
リ
ン
グ
ワ
ー
ス
兄
弟
と
い
う
人
物
と
共
同
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
計
ら

っ
て
い
た
。
し
か
し
ボ
ル
ス
ト
ン
は
事
業
に
失
敗
し
、
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
ス
ザ
ン
ナ
は
彼
を
助
け
る
た
め
自
ら
も
融
資
し
、
弟
に
も
支
援

を
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
の
介
入
の
結
果
、
当
時
と
も
に
成
人
し
た
ぽ
か
り
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
息
子
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゴ
ド
ブ
リ

と
甥
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ウ
セ
ン
が
、
ボ
ル
ス
ト
ン
の
共
同
経
営
者
と
な
る
。
こ
れ
は
事
実
上
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
に
よ
る
事
業
の
支
配
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
慢
は
一
七
八
九
年
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
所
領
を
購
入
し
、
翌
年
ヨ
ー
ク
の
従
男
爵
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ミ
テ
ィ
ッ
ジ
の

娘
を
妻
に
迎
え
、
二
男
二
女
を
も
う
け
た
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
次
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
校
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
後
F
＆
L
＆
B
銀
行
に
地
位
を
得
、

後
に
そ
の
共
同
経
営
者
と
な
っ
た
。
彼
は
ノ
リ
ッ
ジ
の
商
人
の
娘
シ
ャ
ー
豚
ッ
ト
・
ア
イ
ヴ
ズ
と
結
婚
し
、
一
八
○
○
年
自
宅
で
不
慮
の
事
故

死
を
遂
げ
る
ま
で
に
七
男
四
女
を
残
す
。

　
喘
息
持
ち
で
病
弱
だ
っ
た
三
男
ヘ
ン
リ
は
商
業
界
に
は
身
を
お
か
ず
、
イ
ー
ト
ン
か
ら
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
進
み
修
士
号
を
得
、
リ
ン
カ

ン
ズ
・
イ
シ
で
学
ん
だ
。
彼
は
法
律
家
と
し
て
も
め
だ
っ
た
活
躍
は
せ
ず
、
　
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
で
州
長
官
や
刑
事
法
院
臨
時
裁
判
官
お
。
o
巳
鍵

と
な
っ
て
静
か
な
人
生
を
過
ご
し
た
。
彼
は
詩
人
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
ア
ン
ス
テ
ィ
の
娘
カ
ロ
ラ
イ
ン
と
結
婚
し
一
男
を
残
し
た
。

　
以
上
に
み
た
第
三
世
代
が
働
き
盛
り
の
年
齢
に
達
し
た
の
は
、
一
八
一
一
九
世
紀
転
換
期
に
相
当
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
の
後
の
出
来

事
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
大
半
に
国
内
急
進
派
に
よ
る
現
体
糊
の
転
覆
と
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
侵
略
と
い
う
恐
怖
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
ボ
ウ
ズ
ン
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キ
ヅ
ト
家
の
メ
ゾ
バ
…
も
こ
の
二
二
で
は
な
く
、
当
時
の
保
守
離
な
政
治
的
雰
囲
気
に
阿
尽
し
た
ψ
サ
ミ
ュ
エ
ル
二
世
は
駈
揖
γ
ド
ン
齎
ん
の

有
志
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
現
政
府
と
憲
法
支
持
を
表
明
す
る
集
会
に
何
度
か
参
加
し
、
起
草
さ
れ
た
宣
言
に
署
名
し
、
一
度
は
そ
の
議
長
も

つ
と
め
た
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
は
、
一
八
〇
三
年
ロ
ン
ド
ン
取
引
所
で
催
さ
れ
た
会
合
で
議
長
と
し
て
対
仏
戦
へ
の
全
面
的
協
力
を
う
た
っ
た

　
⑩

声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
当
時
の
同
様
の
宣
言
・
声
明
に
は
、
姻
戚
を
も
含
め
た
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

累
の
署
名
が
残
っ
て
い
る
。

（
四
ソ
第
四
世
代
以
降

一一ｪ世紀のロンドン商人ボウズンキット家の事業展開（」【i分）

　
ま
ず
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の
子
孫
達
か
ら
述
べ
よ
う
。

　
長
男
サ
ミ
ュ
エ
ル
三
世
は
父
か
ら
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
と
デ
ィ
ン
ジ
ェ
ス
ト
ウ
・
コ
ー
ト
両
方
を
相
続
し
た
。
彼
は
成
人
す
る
と
F
＆
L

＆
B
銀
行
に
入
り
、
二
九
才
の
時
に
は
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
＆
ビ
ー
チ
ク
ロ
フ
ト
＆
リ
ー
ヴ
ズ
銀
行
を
設
立
、
そ
の
後
パ
ー
ト
ナ
ー
を
ピ
ッ
ト
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
ス
に
変
え
た
。
し
か
し
彼
が
事
業
に
、
出
資
は
余
程
し
て
い
た
に
せ
よ
、
多
く
の
労
力
を
さ
い
て
い
だ
と
は
考
え

に
く
い
。
ロ
ン
ド
ン
に
近
い
エ
セ
ッ
ク
ス
に
生
涯
住
ん
だ
父
と
違
い
、
彼
は
デ
ィ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
・
コ
ー
ト
の
方
を
住
居
に
選
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ァ
ッ
ト
マ
ン
の
連
れ
子
レ
テ
ィ
テ
ィ
ア
・
フ
ィ
リ
パ
と
結
婚
し
た
。
彼
の
長
男
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
リ
チ
ャ
ー
ド
は
イ
ー

ト
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
出
て
弁
護
士
と
な
り
、
第
叫
次
選
挙
改
革
法
案
作
成
に
参
加
し
た
。
エ
セ
ッ
ク
ス
、
モ
ン
マ
ス
シ
ャ
ー
の
両
所

領
を
継
承
し
た
彼
は
や
は
り
父
同
様
後
者
の
州
に
住
み
、
こ
の
州
の
四
季
裁
判
所
の
議
長
を
三
五
年
つ
と
め
、
治
安
判
事
、
知
事
の
職
責
も
は

た
し
た
。
次
男
は
母
の
姓
を
も
受
け
継
い
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ァ
ッ
ト
マ
ン
・
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
と
名
乗
っ
た
。
彼
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
校
を
終
了
し
た
後
天
の
銀
行
業
に
参
加
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
を
つ
と
め
、
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
が
召
集
し
た
所
得
税
委
員
会
で
は

金
融
の
専
門
家
と
し
て
議
長
に
就
任
し
て
い
る
。
三
男
、
四
男
は
聖
職
者
と
な
っ
た
。
四
男
の
子
孫
は
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
す
る
。
五
、

六
番
目
の
息
子
は
そ
れ
ぞ
れ
海
軍
、
ベ
ン
ガ
ル
陸
軍
に
入
っ
た
。
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サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の
次
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
バ
ク
ニ
ー
校
を
卒
業
し
た
後
リ
ヨ
ン
で
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
を
学
び
な
が
ら
商
人
と
し

て
の
修
業
を
つ
ん
だ
。
帰
国
後
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
会
計
事
務
所
等
で
事
業
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
後
、
こ
の
叔
父
と
共
同
経
営
に
は
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
後
彼
は
マ
ニ
ン
グ
と
ア
ン
ダ
…
ソ
ン
と
い
う
人
物
と
西
イ
ン
ド
貿
易
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
開
業
し
た
。
こ
の
か
た
わ
ら
南
海

会
社
重
役
職
を
三
〇
年
以
上
つ
と
め
、
総
裁
に
も
な
っ
た
。
ま
た
ロ
イ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
、
一
時
期
は
カ
ナ
ダ
土
地
会
社
総
裁
で
も
あ
り
、
ボ
ル

ス
ト
ン
製
紙
会
社
の
役
員
と
し
て
も
活
動
し
た
。
彼
は
実
務
に
お
い
て
敏
腕
家
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
理
論
派
で
も
あ
り
、
一
八
一
〇
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
カ
ー
ド
の
「
地
金
高
価
論
」
を
批
判
し
た
論
文
を
発
表
し
、
リ
カ
ー
ド
に
有
名
な
「
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
氏
へ
の
返
答
」
を
書
か
せ
て
い
る
。

ま
た
対
審
戦
の
時
代
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
編
成
さ
れ
た
志
願
軽
騎
兵
隊
に
参
加
し
、
中
佐
に
ま
で
昇
進
し
た
。
そ
の

後
彼
は
妻
の
兄
か
ら
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
の
広
大
な
所
領
を
継
承
し
、
商
業
か
ら
引
退
し
て
州
の
治
安
判
事
、
副
知
事
な
ど
を
つ
と
め
た
。

彼
の
子
孫
も
商
業
活
動
と
は
関
係
せ
ず
、
弁
護
士
、
牧
師
、
学
者
等
と
な
っ
た
。

　
三
男
の
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
は
イ
ー
ト
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
リ
ン
カ
ソ
ズ
・
イ
ン
を
経
て
法
廷
弁
護
士
と
な
っ
た
。
彼
は
父
の
後

押
し
で
、
エ
セ
ッ
ク
ス
州
四
季
裁
判
所
に
参
加
し
、
そ
の
後
東
イ
ン
ド
会
祉
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
常
任
弁
護
士
に
も
就
任
、
枢
密
院
の
メ

ン
バ
ー
に
も
な
る
な
ど
法
曹
界
で
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
。
ま
た
彼
は
聖
書
研
究
者
、
語
学
者
と
し
て
も
業
績
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
彼

は
子
孫
に
恵
ま
れ
ず
、
た
だ
一
人
の
子
も
生
後
一
年
足
ら
ず
で
天
折
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
の
子
孫
に
移
ろ
う
。

　
彼
の
二
人
の
娘
は
い
ず
れ
も
幸
せ
な
結
婚
を
し
た
が
、
特
に
次
女
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
三
世
の
五
男
と
結
婚
し
、
ボ
ゥ
ズ
ソ
キ
ッ

ト
家
の
身
内
結
婚
の
網
の
臼
を
さ
ら
に
錯
綜
さ
せ
て
い
る
。

　
長
男
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
は
サ
ン
ベ
リ
校
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
～
ド
を
卒
業
し
て
外
交
官
と
な
り
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
書
記
官
、
代
理
大
使

を
つ
と
め
た
。
彼
は
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
と
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
た
銀
行
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ラ
ン
ク
ス
の
娘
で
従
兄
弟
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ロ

バ
ー
ト
・
ゴ
ウ
セ
ン
ニ
世
の
未
亡
入
と
な
っ
て
い
た
セ
シ
リ
ア
と
結
婚
し
、
父
か
ら
相
続
し
た
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
所
領
に
住
ん
で
、
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一入世紀のロソドソ商人ボウズンキット家の事業展開（川分）

州
長
官
、
知
事
、
治
安
判
事
を
歴
任
し
た
。

　
次
男
ロ
バ
ー
ト
・
ゴ
ド
ブ
リ
が
二
一
才
の
年
父
の
力
ぞ
え
で
ボ
ル
ス
ト
ン
製
紙
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
の
は
先
に
も
述
べ
た
。
彼
は

非
常
に
晩
婚
で
、
子
孫
は
残
し
て
い
な
い
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
の
残
し
た
子
供
た
ち
は
、
伯
父
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
が
後
見
し
て
育
て
た
。
父
が
次
男
で
し
か
も
早
世
し
た
た
め
お
そ
ら
く

た
い
し
た
資
産
を
持
た
な
か
っ
た
甥
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
伯
父
が
適
当
と
考
え
た
仕
事
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
文
官
職
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

上
の
三
人
の
男
子
は
ハ
ロ
ウ
や
ヘ
イ
リ
ベ
リ
校
を
出
た
後
、
長
男
は
広
東
で
書
記
と
な
り
、
次
男
、
三
男
は
イ
ン
ド
の
パ
レ
イ
リ
、
モ
ラ
ダ
バ

ー
ド
の
知
事
の
補
佐
等
の
職
に
つ
い
た
。
た
だ
一
人
五
男
の
み
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
学
位
を
と
っ
て
聖
職
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ニ
世
の
息
子
達
の
う
ち
、
男
系
の
子
孫
を
残
し
た
の
は
次
男
の
み
で
あ
る
。
彼
の
五
人
の
息
子
た
ち
の
う
ち
二
人
は
父
同
様
イ

ン
ド
に
活
路
を
見
い
だ
し
、
I
C
S
（
ζ
＆
撃
Ω
＜
鵠
。
Q
2
≦
8
イ
ン
ド
高
等
文
官
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
次
男
の
次
男
の
子
孫
は
、
フ
ロ
リ
ダ
に
移

住
し
、
果
樹
栽
培
で
成
功
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ヘ
ン
リ
・
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
の
一
人
息
子
ヘ
ン
リ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
イ
ン
ナ
ー
・
テ
ン
プ
ル
を
経
て
、
父
同
様
法
廷
弁

護
士
と
な
っ
た
。

　
以
上
が
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
の
略
史
で
あ
る
。
こ
の
家
族
史
は
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
が
海
外
貿
易
で
蓄
積
し
た
資
本
を
徐
々
に
土
地
や
金

融
資
産
に
変
え
、
典
型
的
な
ラ
ン
チ
エ
化
を
た
ど
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
①
　
以
下
は
、
特
に
註
を
つ
け
な
い
限
り
、
Ω
。
い
’
ピ
o
P
o
ワ
9
ρ
に
依
拠
し
て
い
　
　
　
　
　
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
父
の
遺
産
の
自
分
の
取
り
分
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
こ

　
る
。
一
世
、
二
世
等
の
数
え
方
は
す
べ
て
こ
の
本
に
準
じ
た
。
本
稿
に
登
揚
す
る

　
人
々
の
系
図
は
表
一
ー
ア
～
ウ
で
示
し
た
が
、
リ
ー
の
本
に
は
一
九
六
〇
年
代
ま

　
で
の
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
非
常
に
詳
し
い
系
図
が
つ
い
て
い
る
。
（
こ
れ
は
C
・

　
メ
イ
ヤ
ー
の
本
に
あ
っ
た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
。
）

②
≦
h
冒
。
ジ
。
や
9
叶
‘
℃
●
蕊
角
．

③
　
H
び
霊
。
、
℃
℃
．
盆
占
・
彼
な
一
七
三
五
年
に
な
っ
て
億
じ
め
て
、
兄
弟
達
の
手
に

　
の
こ
ろ
か
ら
自
己
勘
定
で
取
引
を
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
遺
産
は
八

　
千
ポ
ン
ド
で
、
こ
の
時
に
は
証
券
投
資
で
運
用
さ
れ
て
八
六
五
五
ポ
ン
ド
に
増
え

　
て
い
る
。
し
づ
。
ω
田
】
ρ
昌
簿
寓
。
・
ω
曾
U
b
。
お
藻
塩
い
Ω
毛
2
詳
幻
①
o
o
こ
○
臨
8
■

④
彼
の
遺
書
に
よ
る
。
じ
d
o
鈴
コ
ρ
q
9
序
し
・
匙
・
．
U
＼
国
し
σ
σ
司
N
＝
臼
窪
。
触
審
三
器

　
労
⑦
O
O
吋
島
○
臨
O
O
■

⑥
ゆ
。
ω
塁
ρ
琴
け
属
ω
。
。
・
U
＼
臼
W
σ
聞
。
。
口
口
。
誉
δ
益
ω
9
お
知
ゆ
8
鼠
O
爲
8
・
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⑥
例
え
ば
、
b
3
0
ω
碧
ρ
口
卑
寓
。
。
。
。
．
」
）
譲
。
。
令
⑪
◎
。
b
G
職
ρ
9
話
算
即
0
8
a
O
津
。
ρ

⑦
こ
の
商
会
に
徒
弟
に
入
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
回
想
に
よ
る
。
い
①
辞
。
㍗
9
f

　
℃
■
嵩
心
。

⑧
四
章
註
⑳
参
照
。

⑨
こ
の
ス
ザ
ン
ナ
は
生
家
と
婚
家
で
大
家
族
の
主
婦
と
し
て
過
ご
し
た
経
験
を
、

　
以
下
の
小
著
に
ま
と
め
た
。
　
§
恥
匿
。
簡
§
ぎ
竜
§
潔
癖
。
審
＆
動
器
§
§
暮

　
§
ミ
ミ
ミ
§
嵐
N
N
q
I
誌
0
9
国
黛
8
鳥
同
7
0
ヨ
二
二
9
舞
9
H
■

⑩
、
．
〉
＆
白
鍵
直
黒
8
σ
切
。
ω
導
ρ
戸
薄
霧
の
．
．
．
し
。
。
8
』
接
｛
魯
ζ
葺
霞
《
．
同
様

　
の
史
料
と
し
て
、
．
．
の
ロ
σ
。
。
3
琴
。
。
h
窪
Φ
ω
℃
8
。
｝
同
、
、
㌧
一
。
。
O
ω
．
し
ご
『
一
江
珍
に
耳
碧
《
．

⑭
　
一
．
七
九
七
年
の
宣
言
に
は
、
島
。
6
。
9
ヨ
ロ
9
切
。
。
。
き
ρ
器
β
眠
碧
7
卑
碧
篇
m
9
ご

　
菊
ざ
σ
9
a
帥
＆
≦
－
酋
臣
餌
き
ヒ
d
o
ω
塁
ゆ
ま
r
留
き
¢
9
鴻
。
σ
Φ
『
け
Ω
き
。
。
ω
〇
三
男
■

　
6
0
ヨ
諺
2
島
ご
O
・
〈
§
客
。
洋
。
鰻
㎏
■
い
β
σ
σ
o
o
押
ρ
”
血
0
9
窯
白
鼠
品
℃
〉
亭

　
血
。
誘
。
昌
雪
目
し
d
o
鈴
呂
口
程
等
の
署
名
が
あ
る
。
い
8
”
o
℃
．
9
け
二
や
鳶
・

⑫
こ
の
マ
ニ
ン
グ
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
謎
⑪
の
暑
名
の
人
物
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
マ
ニ
ン
グ
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
の
末
娘
エ
レ
ノ
ア
の
次
女
メ
ア
リ
と
結

　
黒
し
た
。

⑬
Ω
H
霞
奮
し
σ
。
・
。
窪
農
。
ぴ
、
、
多
多
。
爲
。
9
0
冨
¢
『
＜
ρ
自
9
｝
・
・
9
二
ぎ
菊
㊦
℃
。
ユ
。
｛

　
夢
。
切
巳
嵩
。
早
0
9
語
書
け
陣
o
o
．
．
い
一
〇
。
一
〇
■
し
弓
謡
賦
厳
い
等
鑓
『
零

⑭
u
p
＜
置
簗
＄
＆
9
．
．
菊
。
℃
ξ
8
ζ
讐
切
。
ω
き
ρ
器
幹
．
ω
等
零
§
9
0
σ
m
①
〒

　
毒
二
〇
欝
。
。
8
昏
。
労
①
℃
o
詳
。
隔
窪
①
じ
d
巳
＝
窪
O
o
邑
彰
犀
け
o
o
．
．
口
◎
。
＝
■
切
江
餓
ω
7

　
い
言
旨
蔓
．
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四
　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
商
会
経
営

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
事
業
展
開
を
整
理
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
家
が
最
初
に
携
わ
っ
た
の
は
欝
欝
貿
易
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
一
七
三
〇
年
以
前
の
商
業
史
料
に
は
直
接
接
し
て
い
な
い
が
、
リ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
一
六
九
七
－
八
年
の
会
計
簿
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
の
顧
客
と
し
て
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
最
大
手
で
あ
っ
た
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

級
織
物
商
や
フ
ラ
ン
ス
系
商
人
の
名
称
が
並
ん
で
い
る
と
い
う
。
ジ
ョ
ン
は
こ
の
こ
ろ
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
二
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
オ
ラ
ン
ダ
を
中
継
地
と
し
て
ヨ
ー
戸
ッ
パ
の
絹
製
品
を
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
見
て
み
よ
う
。
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
が
い
っ
こ
れ
に
参
入
し
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ニ
世

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
ア
レ
ッ
ポ
へ
代
理
商
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
一
七
二
〇
年
前
後
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
れ
ま
で
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
は
レ
ヴ

ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
と
、
一
七
三
〇
年
代
前
半
に
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ニ
世
、
サ
ミ
ュ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
一
世
、
ク
ロ
ー
ド
の
三
兄
弟
の
経
営
す
る
商
会
は
、
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
の
生
糸
輸
入
の
八
・
三
％
を
扱
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
全
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
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念
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刀
熊

メ
3

易

～立日

」

甑
券
仲
買

銀
行
業
　
（
預
金
引
受
業
務
）

製
紙
業

δ
8

一
刈
O
O

一
刈
δ

一
鵡
O

一
刈
ω
O

一
置
O

一
誤
O

一
♂
O

一
ミ
O

嵩
Q
Q
O

一
刈
り
O

一
〇
◎
O
O

一
c
Q
一
〇

一
Q
◎
卜
O
O

回
c
o
ω
O

レヴァンF・地層凹凹岸貿易

Davi（｛　1
David　II
E．　S．　＆　Claude　Bosanquet　Co．

　　　　　　　　　　　Jacob　1

　　　ハンブルク貿易

Bosanqliet　＆　NKrillermin　merchants
　XK’lllia：n　1　Jacob　il　Charles

アムステルダム貿易

Bosanquet　＆　Fatio　Co．

　　Jacob工

David　ll

F一．　S．　＆　Clavde　Bosanquet　Co．

Riehard

john

　　　　　きをく
t獅インド「罰係「’．’

Besanquet　＆　1？atio　Co．

　　　Richard
Manning，　Anderson　＆　Bosanquet
　Charles

　De　Neufvilleの通信代理業

　　ロコ　Claude

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコロコロロココロロロロココロ　ロコロ　

．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
ｨ　　Mannlng，　Anderson＆Bosanquet

　Bosanquet＆Fatio・Co．　　　　　　Charles
　　　　　　R重。｝iard　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　Forster，　Lubbock＆Bosanquet
　　　　　　　　　　　　　　Wimam　H　Samue田1

Bosanquet，　Beachcroft　＆　Reeves

　　　　　　ウ
　　　　Bosahquet，　Beachcroft，　Pitt　＆　Anderson

　　　　　　　　　ウ
　　　　　　Bosanduet，　Pitt．　Anderson　＆　Franks

　　Sarnuel　lll　james　Bosanquet

　　　　　　1’lo｝lingworths　＆　Balslon

融資｛㎞湘t監・HB。1，、。n，＿、B。，anquet

※薦インド関係の事業は，プランターへの融資が中心で貿易部門にふくめるべきではないかもしれないが，おそらくは商品取引から発生した

　融資活動ということでここに入れた。

（
①
卜
⑩
）

①
H



吊

革
申
四
番
目
の
シ
ェ
ア
で
あ
り
、
し
か
も
生
糸
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
の
最
重
要
輸
入
品
目
で
あ
っ
た
の
で
、
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
は
こ
の
業
界

で
最
大
手
の
商
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ア
レ
ッ
ポ
に
お
け
る
生
糸
と
イ
ギ
リ
ス
産
毛
織
物
の
バ
…
タ
ー
が
当
時
の
レ
ヴ
ァ
ゾ
ト
貿
易
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
の
他
多
様
な
商
品
を
扱
っ
た
。
同
家
の
商
業
書
簡
や
送
り
状
に
は
ガ
ル
バ
ヌ
ム
、
阿
片
、
ピ
ス
タ
チ
オ
、
胡
椒
、
皮
革
等
が
並
ん
で
い
る
。

ま
た
自
分
達
の
代
理
商
を
お
い
て
い
な
い
交
易
地
で
も
取
引
を
行
っ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
交
易
地
の
一
つ
、
イ
ズ
ミ
ル
で
は
イ
タ
リ
ア
系
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
い
現
地
の
商
祉
を
通
し
て
商
品
を
購
入
し
て
い
る
。

　
そ
の
上
、
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
ト
ル
コ
の
二
国
間
貿
易
だ
け
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
三
〇
年
代
に
は
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
レ

ゴ
ー
ン
に
代
理
店
を
も
っ
て
い
た
ら
し
く
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
商
人
の
注
文
に
応
じ
て
こ
こ
で
二
千
～
四
千
ポ
ン
ド
の
皮
革
を
購
入
し
て
い
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
マ
ル
セ
イ
ユ
で
砂
糖
と
コ
…
ピ
ー
を
買
い
付
け
て
ア
レ
ッ
ポ
で
販
売
す
る
場
合
に
得
ら
れ
る
利
益
の
試
算
を
行
っ
た
書
類
も
残
っ
て
い
る
。

英
土
煙
の
貿
易
で
は
利
益
が
償
還
さ
れ
る
の
に
二
、
三
年
か
か
る
の
で
、
利
潤
率
が
相
当
高
率
で
な
い
と
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
こ
の
よ
う
な
短
距
離
の
交
易
で
は
ニ
ヵ
月
の
信
用
で
取
り
引
き
で
き
た
。
三
〇
年
代
以
降
生
糸
価
格
が
上
昇
す
る
一
方
毛
織
物
が
供
給
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

剰
に
な
り
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
衰
退
し
始
め
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
時
代
に
地
中
海
の
沿
岸
貿
易
は
簡
単
に
利
益
を
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
熱

心
に
開
拓
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
、
自
由
貿
易
地
域
の
イ
タ
リ
ア
、
南
南
等
と
の
取
引
や
沿
岸
交
易
を
交
え
て

行
わ
れ
た
。
同
家
は
こ
の
地
中
海
貿
易
を
一
八
世
紀
末
ま
で
継
続
す
る
。
一
七
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
同
家
は
ア
レ
ッ
ポ
に
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
O
p
三
α
出
ρ
巻
と
い
う
代
理
商
を
お
い
て
い
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
は
一
七
七
〇
年
代
に
、
彼
に
生
糸
を
レ
ゴ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
送
ら
せ
、
そ
こ
で
レ
ゴ
ー
ソ
の
業
者
の
手
で
ド
イ
ツ
人
の
顧
客
に
販
売
し
て
い
る
。

　
他
方
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
取
引
も
一
八
世
紀
を
通
じ
て
継
続
す
る
。
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
国
際
貿
易
の
中
継
地
で
あ
っ
た
こ
と
轍
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
製
品
も
ヨ
ー
軍
ッ
パ
伺
競
億
穀
と
ん
ど
渉
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
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一八世紀のロンドン商人ボウズンキヅト家の事業展開（川分）

を
経
由
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
か
ウ
ぞ
ル
ソ
ン
ば
v
東
方
物
産
の
再
輸
出
の
婚
合
ば
レ
イ
ギ
リ
ス
商
ん
の
自
己
勤
定
で
ロ
ン
ド
ン
で
購
入
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
委
託
し
て
販
売
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト

家
も
一
八
世
紀
前
半
に
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
で
輸
入
し
た
物
資
の
再
輸
出
の
窓
口
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
七
三
七
年
一
月
に
は
ア
レ
ッ
ポ
の
ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
の
勘
定
で
購
入
さ
れ
た
綿
花
七
袋
と
綿
糸
一
重
が
、
ア
ム
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ル
ダ
ム
で
委
託
販
売
で
売
却
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
最
も
大
規
模
な
商
会
は
、
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会
だ
っ
た
。
こ
れ
は
五
〇
以
上
の
ロ
ソ
ド
ソ
の
輸
出
商
会
と
取
引

を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
最
も
重
要
な
取
引
先
の
一
つ
が
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
で
あ
っ
た
。
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
は
こ
こ
を
通
し
て
、
自
分
達

が
直
接
輸
入
し
た
り
ロ
ン
ド
ン
で
買
い
付
け
た
り
し
た
東
方
物
産
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会

自
体
が
自
己
勘
定
で
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ド
を
通
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
逆
に
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
東
方
物
産
を
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
両
者
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
日
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

や
商
品
の
販
売
価
格
を
連
絡
し
あ
っ
て
い
た
。

　
こ
の
行
動
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
方
物
産
は
価
格
が
安
定
せ
ず
、
そ
の
取
引
は
投
機
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
一
七
三
〇
、

五
〇
年
代
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
価
格
変
動
が
続
き
、
自
己
勘
定
で
取
り
引
き
し
て
い
る
戸
ン
ド
ン
商
人
の
背
負
う
リ
ス
ク
は
非
常
に
大
き
く

な
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
集
め
た
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ニ
世
、
ク
ロ
ー
ド
が
取
り
交
わ
し
た
書
簡
を
読
む
と
、
一
七
一
一
コ

年
頃
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
そ
し
て
四
九
年
に
も
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
側
が
つ
け
る
販
売
価
格
や
顧
客
を
探
す
手
腕
と
熱
意
に

不
満
を
抱
い
た
こ
と
、
し
か
し
商
品
を
返
送
さ
せ
て
も
運
送
料
や
関
税
等
で
損
失
が
増
大
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
た
こ

と
が
解
る
。

　
当
時
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
中
継
地
と
す
る
ド
イ
ツ
方
面
が
、
東
方
物
産
の
市
場
と
し
て
急
成
長
し
て
い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
委
託
販

売
に
不
満
を
つ
の
ら
せ
つ
つ
あ
っ
た
ボ
ゥ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
方
面
と
の
直
接
貿
易
を
開
始
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
一
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家
の
末
弟
ジ
ェ
イ
コ
ブ
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
送
り
込
ん
だ
の
も
、
フ
ァ
テ
ィ
オ
と
共
同
経
営
を
結
ん
だ
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
が

自
己
勘
定
で
ロ
ン
ド
ン
で
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
を
、
イ
ズ
ミ
ル
で
水
銀
を
購
入
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
送
ら
せ
た
こ
と
、
ま
た
ハ
ン
ブ

ル
ク
で
兄
ピ
ー
タ
ー
の
勘
定
で
商
品
を
仕
入
れ
（
ジ
ェ
イ
コ
ブ
は
兄
の
た
め
に
裏
書
き
を
行
っ
て
い
る
）
ア
レ
ヅ
ポ
に
発
送
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
も

　
⑯

あ
る
。

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
商
業
活
動
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
展
開
し
て
い
く
一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
は
新
た
な
分
野
の
開
拓
に
よ
っ
て
継
続

さ
れ
た
。
一
七
五
〇
年
三
月
六
日
の
ク
ロ
ー
ド
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
か
ら
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会
へ
の
書
簡
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
政
府
の
年
金
は
、
旧
年
金
と
南
海
年
金
○
厩
螢
＆
ω
o
口
夢
ω
＄
》
導
蝕
け
団
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
　
一
七
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
年
に
創
設

　
　
さ
れ
た
の
は
、
全
部
銀
行
年
金
切
窓
評
》
量
9
受
で
す
。
私
の
一
七
四
七
年
の
五
百
ポ
ン
ド
の
販
売
注
文
は
無
効
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
あ
な
た
が

　
　
こ
の
よ
う
に
私
の
仕
事
を
処
理
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
上
客
を
雇
う
の
を
お
望
み
な
ら
、
十
分
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
が
今
後
あ
な
た
に
差
し
上
げ
ら
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
と
で
し
ょ
う
。
」

　
一
七
四
〇
年
代
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
と
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
の
戦
費
調
達
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
東
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ン
ド
会
社
等
を
通
し
て
発
行
し
た
債
券
が
豊
富
に
市
場
に
出
回
っ
た
暗
晦
で
あ
っ
た
。
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会
は
、
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
や
そ

の
他
の
ロ
ン
ド
ン
の
取
引
先
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
の
公
債
や
株
券
の
情
報
を
得
、
相
場
表
も
入
手
し
た
。
こ
う
し
て
デ
・
ノ
ブ
ヴ
ィ
ル
商
会
は

オ
ラ
ン
ダ
人
投
資
家
向
け
に
イ
ギ
リ
ス
の
証
券
を
扱
う
ブ
ロ
ー
カ
ー
業
を
開
始
し
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
そ
の
通
信
代
理
人
と
し
て
の
機
能

を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
証
券
取
引
の
た
め
の
通
信
代
理
人
を
お
く
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
商
品
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
引
き
つ
け
始
め
た
一
八
世
紀
初

頭
に
始
ま
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
商
会
の
中
に
は
こ
の
国
的
で
自
ら
イ
ギ
リ
ス
に
代
理
人
を
派
遣
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
一
七
三
三
年
に
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ザ
ン
ナ
・
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
と
結
婚
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ヴ
ァ
ン
・
ノ
ッ
テ
ン
も
こ
う
し
て
渡
英
し
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
当
塒
総
名
式
の
証
券
が
主
疏
で
あ
っ
允
か
ら
、
三
賀
に
と
も
菰
う
名
義
の
書
き
換
え
は
、
所
有
者
の
委
任
状
を
持
っ
た
代
理
人
の
存
在
慈
必
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要
と
し
た
。
こ
の
他
年
に
四
回
あ
る
決
済
日
o
o
簿
き
σ
q
o
魯
累
の
決
算
等
の
財
務
処
理
、
配
当
の
為
替
に
よ
る
送
金
、
所
有
老
が
破
産
・
死
亡

し
た
場
合
の
清
算
業
務
が
、
通
信
代
理
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　
｝
八
世
紀
後
半
に
は
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
は
預
金
業
務
、
す
な
わ
ち
銀
行
業
も
開
始
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
＆
フ
ァ
テ
ィ
オ
商

会
は
、
一
七
六
〇
年
代
に
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
、
七
〇
年
代
に
は
そ
の
未
亡
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
金
を
預
か
り
、
各
種
の
支
払
の
引
き
落
と
し
ゃ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
金
の
利
子
な
ど
の
振
込
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
F
＆
L
＆
B
銀
行
の
場
合
は
、
｝
七
八
五
年
三
月
二
五
日
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
フ
ォ
ス
タ
ー
と

ジ
ョ
ン
・
ル
ボ
ッ
ク
、
そ
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
が
五
千
ポ
ン
ド
つ
つ
出
資
し
て
、
「
金
と
預
金
を
保
管
す
る
金
匠
ま
た
は
銀
行
の
業
務
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
」
一
四
年
間
の
共
同
経
営
を
す
る
こ
と
を
契
約
し
て
、
設
立
さ
れ
て
い
る
。
約
ニ
ヵ
月
後
、
こ
の
銀
行
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
三
世
を
一
七
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
取
り
決
め
て
い
る
。
八
九
年
は
三
世
が
成
人
し
た
翌
年
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
重
役
と
し

て
銀
行
界
の
有
力
老
で
あ
っ
た
二
世
が
、
息
子
の
た
め
に
こ
の
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
三
世
が
一
九
世
紀
以

降
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
銀
行
業
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
三
章
で
見
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
時
期
ジ
ェ
イ
コ
ブ
幾
世
が
姉
婿
ホ
ァ
ッ
ト
マ
ソ
の
遺
業
の
製
紙
業
に
融
資
し
、
こ
の
事
業
を
ほ
ぼ
完
全
に
彼
の
采
配
の
も
と
に

お
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
複
数
地
域
に
ま
た
が
っ
て
商
品
取
引
を
行
い
、
一
八
世

紀
後
半
に
は
他
の
事
業
に
も
進
出
し
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
か
ら
彼
ら
が
所
領
を
購
入
し
始
め
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の

一
八
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
に
は
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
貿
易
、
証
券
仲
買
業
、
銀
行
業
、
製
造
業
へ
の
融
資
、
土
地
投
資
を
同
時
進
行
さ

せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
多
地
域
・
多
業
種
に
わ
た
る
事
業
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
が
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
全
時
期
に
わ
た
っ
て
、
各
事
業
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
の
出
資
額
が
全
て
明
ら
か
に

な
れ
ば
、
事
業
の
規
模
や
多
角
化
の
進
展
過
程
、
ま
た
象
族
間
で
の
分
担
の
な
さ
れ
方
も
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
残
念
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の貸借対，照表（1767年）

1767

fo，　2

　3
　74
119
153
175
199
204
231
246
258

259

Residue　AccouRt
Moneys　for　Private　Uses
Errote（？）　Gritiati（？）　＆　Co．　in　Bergam　their　Account

P．Cambridge　in　Cork　my　Account
Deedierietr（？）　Brameyce（？）　my　Account

G，A．　Sonzσgno（りin　Bergam　his　Account
J．　D．　Merel　＆　Ca，　in　T“rin　their　Account

B．　＆　J．　Donaud（？）　in　Turin　their　Account

Account　of　Sundry　Crs，　＆　J．　Sosanquet　Gr．（gyeat？）

Rsgieon（？）　FreTe＄　＆　Fits　in　Tarin　their　Account

Jacob　Bosanqttet　his　Account
Wrn，　Bosanquet　his　Account

Henry　Bosanquet　his　Account
Suzanah　Bosanquet　her　Account
Mary　Bosanquet　her　Account
Elizabeth　Bosanquet　her　Account

£

Creditors

50001

　690
　738
　260
　109
　299
1477

　423
　100
　931
5097
5097
5097
3398
3398
3398

80415

2
冊
一
9
0
6

1
　
1
工
4
4
4
2
2
2

15

7
腎
7
5
1
6
工
5
9
隔
6S
8
8

10・・

目の勘定の帳簿のページを表していると思われる。右端の3欄にわかれた数字は，金額で，

しないものがある。また，商品名等で現代の綴りとちがうものがある。簿記の形式自体も整

努めた。　（）は綴り，略語ではっきりしないものについて筆者が付けた。
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一八世紀のPtソドン商人ボウズソキット家の事業展開（州分）

表3　ジェイコブ1世：

Drs，

fo．　4

　　6

R
Ψ
6
6
0
1
3
4

　
1
2
3
Q
》
3
3
ρ
0
0

つ
U
4
再

47
77

104
1iO
117

11S

128
134

141
151
164
165
182
1S6
187
222
224
231

」
触
ご
U

n
j
3

2
2

239
243
255
257

107

　　　　Balance　Account　Ultimo　December

Stocks　in　the　British　Herring　Fishery　£
Moneys　in　Buenos　Ayres　under　Cayla　＆　Co．
Aeeount　ef　Bad　Debts．　Sundrys　valued　1．　”，　一

　　　　　　　　　　　　　　　　A．　Curry．　Cork．　15．　2．　3

　　　　　　　　　　　　　　　　G，　Wagen　＆　Co．　30．　6

1ns．（工nsurance～），　Abbott　in　Tripoly　my　Acct．　per　6688．70

Fitzhugh（？）　＆　Palrnentur（？）　in　Constantinople　my　Acct，

Richard　Lake　in　Edinbttrgh　his　Account
Goods　in　Smirna　under　Lee　＆　White　IC　（carge？）．　lndico（indigo？）

Goods　from　Venice　under　D．　Hays　2C．　Lamitts（？）

Goods　in　Hambrog　under　D，Prambyer（？）　2C．　lndico

Goods　in　Constantinople　under　Fitzhugh　＆　Palmentur
　　　　　　　　　　　　　　　2C．工nd童co．2W．　Shalloons．＆20C．　Juin（？）

Fran，　Sykes’　in　Bengall　my　Account

Goods　in　Fort　St，George　under　G．Russell　IC．　amber（？）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＆（？）　corall

Amber　to　China　for　Capt．エCourt
Residuary　Legatees　of　Dr．　B，　Bosanquet

Goodis　to　｝londuras　uncler　Cayla　＆　Co．

Swedish　Trolltrtatte（？）　Bounds

Goods　in　Cork　under　P，　Carnbridge

　　　　　　　　　　　　　　　　50W．　cottons

P．　＆　G．　Abbott　in　Constantinople　Their　Account
P．　＆　G．　Abbott　in　do（ditto）　my　account

Charles　Willermin　his　Account
Turner　＆　Baldwin　in　Cyprus　my　Account
Goods　in　Smyrna　under　Humphries（？）＆　Co．

Fremeaux　＆　Co．　in　Smyrna　rny　AccouRt
The　Bank　of　England
l　avy　＆　Victualling　Bills　A6count

E．　Geale　＆　Co．　in　Dublin　my　Account

Fu11er　Baker　＆　Co：　Bankers

David　Hays　in　Aleppo　my　Account

Thomas　Simpson　in　Manchester　my　Account
G．　Stratton　＆　C．　Smith　in　Madrass　my　account

David　Hays　in　Aleppo　his　account
Ac¢ount　of　sundrv　Drs． Bosanquet　＆　Fatio

Lee　Bridge　Trust
City　Boad　Trust
Campart　＆　Son
J．　Guillernard（？）

£2000．

　100．
　100．

　803．

　542．
J．　Becczrells（？）　＆　Co．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wrn．　Robinson

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．　Horne　＆　Co．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Capt　J．　Court

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Capt　F．　Pear¢e

Framk　＆　Lutyens　in　Leghorn　my　Account
Goods　in　Aleppo　under　David　Hays

400．

378．

　
需
　
”
　
胃
　
幽
　
一

リ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　

冨
　
胃
7
6
6
幽

699，　10．一

500．　一．一一

500．　一．一

　　　　　　　　　　　　i4　Casks　lndico　Dust．　5　Chests　Amber

　　　　　　　　　　　　279　Arnber　59　bales　Cloth　250　Casks　Lead　ore

　　　　　　　　　　　　37Casks　Red　Lead　7Ch，　Na翌旦s　15　Chests　Plate

　　　　　　　　　　　　100　Rings　Brass　Wire

Cash　Account
General　Merchandize　Account
Bill　＆　Promissory　Note　Account
Elizabeth　Bosanquet　her　Account
Consd．　（Consolidated？）　4％　in　the　Name　ot　Mrs．　E．　Bosanquet

Lee　＆　White　in　Smyrna　my　Account

2
ρ
Q
3
3
4
2
　46
836

2323
127

　56
117
209

貸
リ
ユ

Q
σ
7

ハ
◎
－

464
41
ユ6

152
359

819
122
239

　69
　50
358
189

　29
532
258
62工

8129
162
540
293

6023

　51

9595

　658
6559

36044
1450
1050

　261
80415

8
7
8
2
Q
V
7
ハ
Q
只
）
一

　
　
ユ

－
義
5

　
1

0
0
2

1
1

7
8
6
0
一
．
8
8
2
4
5
5
4
9
一
6

　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
ー
ユ

n
ン
F
D

　
1

8
3
8
8
需
「
4
5

1
1
1
　
　
　
　
　
　
　1

ハ
0
7

∩
j
1
6
3
8
2
2

ワ
】

＆
一
4
＆
5

5
8
1
5
9
一
5
｝
胃
｝
｝
6
言
3
一
α

　
　
　
　
　
　
　
1

9
曽
7
一
一
一
2
0

　
　
　
1註）1Drs．＝・debtors借方。　credi亡ors貸芳。左端のfo．とはfolio・すなわちそれぞれの科・

　　　それぞれポンド，シリング，ペンスの単位を表す。

註）2表3・4一アーエはマニュスクリプトからおこしており，固有名詞で綴りがはっきり
　　　備されたものではない。しかしここでは，なるべく史料に忠実な形で活字化することに
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な
が
ら
こ
う
し
た
分
析
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
長
期
に
わ
た
る
系
統
だ
っ
た
史
料
は
な
い
。
た
だ
し
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
文
書
館
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
七
六
七
年
度
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
、
そ
し
て
グ
ェ
ン
ト
州
文
書
館
に
七
二
、
九
〇
、
九
三
、
九
四
年
度
の
お
そ
ら
く
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
と
思
わ
れ
る
貸
借
対
照
表
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
後
半
の
各
事
業
に
対
す
る
資
金
配
分
は
か
な
り
明
確
に
で
き

る
。　

ま
ず
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
貸
借
対
照
表
（
表
三
）
を
見
る
が
、
そ
の
前
に
こ
の
当
時
の
同
家
の
メ
ン
バ
ー
の
状
況
を
考
え
て
お
こ
う
。
ジ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

コ
ブ
一
世
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
四
〇
代
半
ば
ま
で
滞
在
し
、
五
七
年
に
帰
国
し
て
い
る
。
当
時
ロ
ン
ド
ン
で
は
兄
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
一
世
や
ク
ロ
ー

ド
が
現
役
で
、
彼
は
帰
国
後
こ
の
兄
達
と
協
力
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
た
。
サ
ミ
ュ
ユ
ル
一
世
は
六
五
年
に
死
亡
し
、
そ
の
一
方
で
次
の

世
代
の
リ
チ
ャ
ー
ド
が
三
〇
才
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
彼
が
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
片
腕
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
貸
借

対
照
表
は
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
後
半
の
約
十
年
間
の
ロ
ソ
ド
ソ
で
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
事
業
と
資
産
運
営
の
状
況
を
ほ
ぼ
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
表
上
で
の
彼
の
総
資
産
額
は
八
〇
四
一
五
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
貸
方
欄
に
よ
る
と
、
こ
の
う
ち
五
一
〇
六
〇
ポ
ン
ド
が
自
己
資
本
で
、
二

藍
五
千
ポ
ン
ド
強
が
息
子
や
娘
の
出
資
と
な
っ
て
い
る
。
負
債
は
な
い
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
が
こ
の
二
年
前
に
作
成
し
た
遺
書
に
よ
る
と
動
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
総
額
は
八
介
ポ
ン
ド
強
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
表
は
彼
の
動
産
資
産
の
約
六
割
に
限
っ
て
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
子
供
達

は
い
ず
れ
も
こ
の
時
は
ま
だ
幼
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
二
期
五
千
ポ
ン
ド
は
、
父
が
遺
書
作
成
後
に
彼
ら
に
生
前
贈
与
し
た
も
の
と
考
え
た
方

が
妥
当
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
貸
借
対
照
表
に
は
当
時
の
彼
の
動
産
資
産
全
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
判
断
す
る
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

借
方
欄
か
ら
は
、
第
一
に
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
貿
易
は
表
二
で
あ
げ
た
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ベ
ン
ガ
ル
や
マ
ド
ラ
ス
と
い
っ
た
イ
ン
ド
方
面
、

中
国
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
や
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
等
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
方
面
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
有
価
証
券
投
資

も
多
岐
に
わ
允
っ
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
水
道
株
ま
で
購
ス
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
轍
ジ
ェ
イ
コ
ブ
定
心
が
七
七
年
に
売
却
し
た
。
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～八世紀のロンドン商入ボウズンキット家の票業展開（川分）

　
し
か
し
、
よ
り
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
一
万
八
千
ポ
ン
ド
近
く
が
ア
レ
ヅ
ポ
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
の
も
と
に
商
品
や
預
金
と
し
て
預

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ズ
ミ
ル
や
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
レ
ゴ
ー
ン
等
に
あ
る
も
の
も
あ
わ
せ
る
と
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
地
中
海

方
面
に
資
本
の
二
九
％
が
投
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
残
り
の
う
ち
四
万
三
千
ポ
ン
ド
近
く
が
、
商
品
取
引
用
や
為
替
・
約
束
手
形
の
決

済
用
の
預
金
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
六
千
ポ
ン
ド
強
が
銀
行
預
金
や
信
託
、
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド
余
り
が
妻
の
名
義
で
預
金
あ
る
い
は
投
資
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
海
外
貿
易
に
直
接
投
資
さ
れ
て
い
た
の
は
三
万
ポ
ン
ド
弱
で
、
そ
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
方
面
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

　
当
時
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
で
現
役
の
事
業
家
で
あ
っ
た
の
は
、
彼
の
他
に
は
ク
ロ
ー
ド
と
リ
チ
ャ
…
ド
だ
け
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
こ
の
二
人
の
事
業
の
内
容
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
六
〇
年
代
の
同
家
の
事
業
展
開
は
全
て
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は

同
様
の
史
料
は
な
く
推
量
す
る
ほ
か
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
ク
ロ
ー
ド
は
五
〇
年
代
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
相
手
の
証
券
仲
買
業
を
開
始
し
、

リ
チ
ャ
ー
ド
の
方
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
の
も
と
で
修
業
し
た
後
ボ
ゥ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
＆
フ
ァ
テ
ィ
ォ
商
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
会
社

は
七
〇
年
代
前
半
に
は
西
イ
ン
ド
方
面
と
関
係
を
も
ち
、
ま
た
六
〇
年
代
後
半
に
は
預
金
引
き
受
け
業
務
も
行
っ
て
い
た
。
従
っ
て
ボ
ウ
ズ
ン

キ
ッ
ト
家
は
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
か
け
て
商
品
取
引
を
地
中
海
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
地
球
規
模
に
展
開
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
五
〇

年
代
に
は
証
券
取
引
業
、
六
〇
年
代
に
は
銀
行
的
役
割
、
そ
し
て
少
し
こ
れ
ら
に
遅
れ
て
西
イ
ン
ド
へ
の
融
資
活
動
に
手
を
染
め
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
は
こ
の
年
の
六
月
に
死
亡
し
た
。
ク
ロ
ー
ド
は
八
六
年
ま
で
生
き
た
が
、
一
七
〇
七
年
生
ま
れ
．
の
彼
が
七
〇
才
に

達
し
た
七
〇
年
代
後
半
以
降
現
役
で
活
躍
し
続
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
リ
チ
ャ
ー
ド
は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
事
業
を
継
承
し
た
も
の
の
、

七
六
年
に
破
産
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
七
〇
年
代
に
世
代
交
代
が
あ
り
、
こ
の
後
一
八
○
○
年
ぐ
ら
い
ま
で
サ
ミ
ュ

エ
ル
点
鼻
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
兄
弟
と
、
一
〇
才
程
年
下
の
彼
ら
の
従
兄
弟
達
ジ
ェ
イ
コ
プ
双
三
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
兄
弟
が
事
業
の
中
心
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の
貸
借
対
照
表
（
岡
津
ー
ア
～
エ
）
を
見
て
み
よ
う
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表4一ウ

Ballances　to　31　January，　1793

BoSanquet＆Fatio
D．Hays　h／a
R．A．　Stock

The　BaIlk

Navy　Bi11s

Bank　Stoc1ζ

E．工．Stock
　　　　　　　　　ロ　　　　　ロ
Long　AnnuユtユeS

Low　HalI
Money　Lent　n．a．

Forest　HOUSe
Forster　＆　Co．

American　Stock
Silver　Sent　to　India

W．＆C．Bosanquet
Sundry　Estates

Reduced　Annuities
Consold．　Annuities

Expences

0
2
9
4
6
1
3
6
7
0
2
5
8
9
2
3
4
5
9

1
4
7
8
8
9
9
9
9
0
0
0
0
0
1
1
1
1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1

サミュエル2世の貸借対照表皿（1793年）

　707
　　　3

2784

　　13

160工

10773

1638

3152

7241

2050

6e54

　291
2056

1332

9803

4434

　255
2691

2565

59452

19

T
1
2
6
1
2
1
6
1
3
7
1
3
一
1
5
3
8
1
2
2
1
6
1
1
2
2

1

5
4
6
2
6
9
一
37
6
5
0
8
6
6
3

　
　
　
1

2

｝・。p…l

David　Hays　m／a
　Annuties　of　Life

　ASsurances

　Medals

　Frances　Heilman

Money　lent
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　on　contlnuatlon

　Pro且t＆Loss

　Legacy　of　C・Bosanquet

　Money　Lent

Mrs．　Hays

　Sund＝BillS　Unpa正d

　Italian　Trade

Charity
　E¶　1¶　Bills

Lottery　Tickets

　Stocks　Exchanged
　J．B，　Bosanquet

　Cash

1
8
8
2
7
1

　
4
6
7
7
8
8
0
2
0
1
4
6
6
7
7
8
0
1

8
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1

　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

56157

　　13

　　64

1605

　　35

　　　9

　　37

　　269

　　37

　　175

　　　9

　256
　　31

　　105

　　16

　　189

　247
　　37

　　152

59452

2
6
Q
り
4
8
5

1
1
　
　
　
　
1
1

0
1
8
6
6
1
9
5
2
6
9
3
0
1

1
　
1
　
1
　
1
1

耳
鞠
．
　
勉
　

「
　
憎
　
　
哩

・
4
5
8
7
8
　
ロ
　
　

し
　
　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　

ゆ
　

ゑ
ヒ

4
9
9
5
一
6
3
2
6
嘗
6
4
2

　　　　　　　　　　　　　　　　　表4一工

Ballances　to　31　January，　1794

サミュエル2世の貸借対照表N（1794年）

Bosanquet　＆　Fatio

D．　Hays　h／a

R．A，　Stock

F．　Heilman
Banlc

Navy　Bills
Expences
Bank　Sto¢1〈

S．・Bosanquet　Junr．

Long　Annuities

Lew　Hall

Money　Lent
Forest　House
Stocks　E；　changed

American　Stock

Money　on　Discount
Silver　to　lndia

W．　＆　C．　Bosanquet

Sundry　Estates

Consol　annuitie＄

Forster　＆　Co．

E．　lndia　Stock
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一．一ｪ世紀のロンドン商人ボウズンキット家の事業展開（川分）

　　　　　　　　　　　　　蓑4一ア
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表4一イ　サミュエル2世の貸借対照pa　ll（1790年）
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表5　サミュエル2世の1802年度所得計画表

Income Deductions 1－D

Private Land　Occupied　as　Owner（67　acres）272．α0 Land　Tax，　Fines　165．19．0

地代，家賃，土地税，十分の一税二更　166Lエ9．0 修理響～　　　　　　　　　　　117．　0．0

酉己当　　（　～　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250．　0．0

年金利子他内国債券　　　　　　　　1763・6．0

外債（American　Stock）　　100．α0

夫人名義（Log　Annuitise）　67．1．0

合　　言卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4115．6．0 合　　言下　　　　　　　　　　　　282・工9・0 3832．7．0

Trade Froln　Profit　on　Loan＆Ullderwriting　etc， Allowance

in　1799　01ユ　loan　　　　　　　　　　　　　　　　2359ユ0．4 toJ，B．B．　　120．o．0

o置1　assurallces　　　　　　　　　　　　　704．　0，0 toS．B．　　　　300．0．0

1800　0n　loan　　　　　　　　　　　　　　　　1663．14。3 課　　税　　　　　　　　　　　114．　0．0

on　assurances　　　　　　　　　　　1056．　G．0

180工　on　loan　　　　　　　　　　　　　　　　3320　0．0

三年平均　　　　　　　　　　　3034・8・2 合　　言」｝・　　　　　　　　　　534．　0．0 2500．8．0

Tota正 7149，142 816ユ9．0 6332．15．0

　
こ
の
四
表
の
貸
方
欄
に
よ
る
と
、
彼
の
資
本
は
七
二
年
か
ら
九
四
年
ま
で
に
、

四
万
三
千
ポ
ン
ド
余
り
か
ら
六
万
九
千
ポ
ン
ド
に
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ

は
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
同
様
ほ
と
ん
ど
が
自
己
資
金
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
投
資
内

容
を
み
る
と
、
一
七
九
〇
年
ま
で
は
六
千
～
八
千
ポ
ン
ド
強
の
イ
タ
リ
ア
貿
易

と
い
う
項
目
が
あ
る
が
九
三
年
に
は
そ
れ
は
消
滅
し
て
、
か
わ
り
に
一
万
ポ
ン

ド
前
後
の
W
＆
C
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
と
い
う
項
目
が
登
場
す
る
。
一
七
九
〇

年
は
次
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
掛
入
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
と
共
同
経
営
に
入
っ
た
年

で
あ
り
、
こ
の
事
業
は
絹
物
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
貿

易
活
動
を
示
す
よ
う
な
項
目
は
、
一
七
七
二
年
度
の
一
六
六
ポ
ン
ド
の
リ
ネ
ン

貿
易
と
、
九
三
、
九
四
年
度
の
一
三
〇
〇
ポ
ン
ド
強
の
イ
ン
ド
へ
送
付
さ
れ
た

銀
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
に
預
け
て
あ
る
数
十
ポ
ン
ド
が
あ
る
の
み
で
あ

る
。
従
っ
て
、
一
七
九
〇
1
九
三
年
に
五
〇
代
を
間
近
に
し
て
い
た
サ
ミ
ュ
エ

ル
は
、
出
資
金
だ
け
を
残
し
て
貿
易
業
を
弟
と
次
男
に
ゆ
ず
っ
た
と
い
う
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

　
他
の
項
目
で
主
な
も
の
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
州
の
地
所
ロ
ー
・
ホ
ー
ル
と
年
金

や
銀
行
株
な
ど
の
有
価
証
券
、
貸
付
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
有
価
証
券
の
保
有
や

貸
付
は
事
業
な
の
か
、
そ
れ
と
も
財
産
の
私
的
運
用
な
の
か
。
こ
れ
は
、
サ
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ユ
エ
ル
ニ
世
が
一
八
〇
二
年
度
の
所
得
の
概
算
を
し
た
メ
モ
（
表
五
）
か
ら
判
断

で
き
る
。
彼
は
こ
こ
で
地
代
と
有
価
証
券
の
利
子
を
私
的
収
入
と
位
置
づ
け
て
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一八世紀のロンドン商人ボウズソキット家の箏業展開（川分）

お
り
、
一
方
貸
付
や
保
険
の
引
き
受
け
業
は
事
業
の
方
へ
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
所
や
有
価
証
券
の
保
有
は
私
的
な
財
産
に
よ
る
も
の

で
、
貸
付
の
方
は
事
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
彼
が
六
〇
才
に
な
る
頃
に
も
金
融
関
係
の
事
業
に
は
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。

　
表
四
、
五
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
牛
方
は
一
七
七
〇
年
代
、
す
な
わ
ち
彼
が
三
〇
才
前
後
の
頃
に
は
、
伝

統
的
な
家
業
一
地
中
海
貿
易
一
に
携
わ
っ
て
い
た
。
彼
が
こ
の
時
出
資
だ
け
で
な
く
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
三
章
で
見
た
代
理
商
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
と
の
や
り
と
り
か
ら
も
確
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
事
業
は
、
代
理
商
ヘ
イ
ズ
と
の
関
係
と
と
も
に
叔
父
ジ
ェ
イ
コ

ブ
一
世
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
は
五
〇
才
前
後
に
な
っ
て
こ
れ
を
弟
と
次
男
に
ゆ
ず
り
、
自
分
に
は
金
融
業
を
残
し
て

少
な
く
と
も
こ
の
後
一
〇
年
ぐ
ら
い
続
け
た
。

　
サ
ミ
ュ
エ
ル
先
世
に
関
す
る
史
料
か
ら
解
る
こ
と
は
以
上
だ
が
、
一
七
九
〇
、
一
八
○
○
年
代
の
事
業
の
様
子
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
残
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

自
伝
的
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
も
少
し
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
叔
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
の
共
同
経
営
を
九
四
年
春

ま
で
し
か
継
続
せ
ず
、
こ
の
後
面
イ
ン
ド
関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
マ
ニ
ン
グ
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
共
同
経
営
者
と
な
っ
た
。
彼
は
叔
父
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
「
非
常
に
限
ら
れ
た
性
格
の
も
の
だ
っ
た
」
と
評
し
、
他
方
で
マ
ニ
ン
グ
等
と
の
共
同
経
営
を
「
私
の
人
生
に
お
け
る
成
功
の
主
動
力
」

と
述
べ
、
非
常
に
儲
か
る
も
の
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
は
、
預
金
を
預
か
り
そ
れ
を
抵
当
権
付
き
で
西
イ
ン
ド
地
主
に
貸
し
付
け

る
と
い
う
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
父
か
ら
の
六
五
〇
〇
ポ
ン
ド
を
含
め
て
一
万
ポ
ン
ド
出
資
し
て
い
た
。
こ
の
出
資
額

は
サ
、
・
・
ユ
エ
ル
浮
世
が
W
＆
C
・
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
に
出
資
し
て
い
た
額
に
匹
敵
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
親
子
は
地
中
海
貿
易
か
ら
出
資
金
を
引
き
上
げ
、
そ
れ
を
こ
ち
ら
に
投
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ニ
世
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
が
こ
の
こ
ろ
何
を
し
て
い
た
か
詳
細
に
示
す
史
料
は
な
い
。
ジ
ェ
イ
コ
ブ
二
世
は
八
○
年
代
初
頭
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
パ
…
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
一
八
○
○
年
代
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
副
総
裁
も
つ
と
め
て
い
る
か
ら
、
結
局
地
中
海
貿
易
に

最
後
ま
で
関
与
し
た
の
は
彼
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
世
の
方
は
最
初
か
ら
銀
行
業
に
関
わ
っ
て
お
り
、
商
品
取
引
の
分
野
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に
身
を
お
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
は
想
像
す
る
他
は
な
い
の
だ
が
、
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ヅ
ト
家
が
一
八
0
0
年
代
に
は
貿
易
業
か

ら
離
脱
し
、
金
融
業
に
ほ
ぼ
完
全
に
移
転
し
て
い
っ
た
の
は
、
確
実
な
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
筆
者
が
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
事
業
の
推
移
の
過
程
を
で
き
る
限
り
詳
細
に
記
述
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
最
後
に
な
っ
た
が
、
家

族
内
で
ど
の
よ
う
に
事
業
が
分
担
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
第
二
世
代
ま
で
は
一
家
総
出
で
父
の
開
始
し
た
貿
易
業
の
維
持
と
拡
大
に
専
念
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
事
業
か

ら
の
引
退
は
遅
か
っ
た
。
し
か
し
第
三
世
代
以
降
、
長
男
と
次
男
以
下
に
は
っ
き
り
し
た
役
割
分
担
が
生
ま
れ
た
。

　
第
一
に
、
第
二
世
代
の
場
合
に
は
、
父
と
不
仲
だ
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
均
分
に
財
産
を
相
続
し
て
い
る
。
し
か
し
第
三
世

代
の
場
合
、
長
男
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
心
急
に
父
の
全
不
動
産
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
上
彼
は
叔
父
ク
ロ
…
ド
か
ら
一
万
ポ
ン
ド
の
遺
産
を
も
ら
っ
て
、

さ
ら
に
所
領
を
増
や
し
て
い
る
。
次
に
、
事
業
へ
の
関
与
の
度
合
い
も
違
っ
て
い
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
は
一
七
七
四
年
に
三
〇
オ
で
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
の
重
役
と
な
り
、
一
七
八
九
年
か
ら
九
三
年
と
い
う
困
難
な
時
期
に
は
副
総
裁
、
総
裁
を
つ
と
め
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
で
の
活
動
に
、
働
き
盛
り
の
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
相
当
量
を
捧
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
忙
だ
っ
た
彼
が
、
家
族

の
事
業
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
彼
が
家
業
に
実
質
的
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
と
の
頻

繁
な
書
簡
が
残
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
死
亡
直
後
の
一
七
七
〇
年
代
に
限
ら
れ
、
八
○
年
代
以
降
は
弟
や
従
兄
弟
た
ち
が
中
心
だ
っ
た
と
見

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
は
よ
り
労
力
の
少
な
い
金
融
関
係
の
事
業
だ
け
を
晩
年
ま
で
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
サ
、
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
関
与
は
、
十
分
計
画
し
た
上
で
の
行
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
の
貸
借
対
照
表
を
見
直
し
て
み
る
と
、
彼
が
重
役
に
な
る
二
年
前
に
重
役
に
な
る
条
件
で
あ
る
二
千
ポ
ン
ド
以
上
の
銀
行
株
保
有
を
果

　
⑫

た
し
、
ま
た
副
総
裁
に
就
任
す
る
頃
に
は
彼
の
銀
行
株
保
有
が
最
高
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
長
男
が

積
極
的
に
シ
テ
ィ
の
役
職
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
、
一
族
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
家
族
的
戦
略
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
四
世
代
に
お
い
て
も
伺
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
定
々
も
ま
た
、
長
男
に
全
不
動
産
を
遺
贈
し
た
。
そ
の
一
方
次
男
に
は
、
早
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く
か
ら
リ
ヨ
ン
に
お
く
る
な
ど
し
て
商
業
教
育
を
施
し
、
成
人
す
る
と
出
資
額
を
援
助
し
て
や
っ
て
事
業
家
と
し
て
身
を
た
て
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
三
世
代
以
降
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
で
は
兄
弟
間
で
の
事
業
の
分
担
が
明
確
化
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
所
領
の
購
入
と
そ

れ
の
全
醸
的
な
長
男
へ
の
遺
贈
と
に
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
確
か
に
、
彼
ら
の
所
有
し
た
所
領
は
小
規
模
で
、
表
五
か
ら
も
解
る
よ
う
に
十

分
な
地
代
収
入
を
生
ま
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
全
部
相
続
し
た
長
男
も
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
完
全
に
引
退
し
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
男
は

こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
の
名
望
家
と
し
て
の
義
務
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
シ
テ
ィ
で
も
青
年
期
か
ら
一
家
を
代
表
し
て
公
的
な
活
動
を
行
っ

た
の
で
、
事
業
に
提
供
す
る
労
力
は
必
然
的
に
少
な
く
な
っ
た
。
最
も
労
力
の
と
ら
れ
る
祖
先
伝
来
の
遠
隔
地
商
業
は
、
次
男
に
よ
っ
て
担
わ

れ
た
。

　
ま
た
第
三
世
代
以
降
は
、
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
は
全
体
的
に
み
て
も
遠
隔
地
商
業
離
脱
化
の
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。
同
家
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ

と
ん
ど
が
金
融
業
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
方
三
男
以
下
で
は
大
学
教
育
を
受
け
て
専
門
職
に
つ
く
者
も
増
え
て
き
た
。
こ
う
し
て
、

一
九
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
は
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
の
人
々
は
ほ
ぼ
全
員
が
貿
易
業
か
ら
離
れ
、
地
主
兼
銀
行
家
、
銀
行
家
、
法
律
家
な
ど

と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

①
筆
者
が
目
を
通
し
た
U
卜
。
お
幽
－
馬
（
グ
ェ
ン
ト
州
文
謝
館
蔵
）
の
冒
頭
の
一
枚
は
、

　
一
六
六
二
f
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
再
輸
出
さ
れ
る
東
方
物
産
の
関
税
表
で
あ
っ

　
た
が
、
一
六
六
二
年
に
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
が
ま
だ
一
才
で
あ
り
彼
の
書
類
と

　
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
英
語
の
史
料
な
の
で
義
兄
ゴ
ゥ
セ
ン
の
も
の
と
も
考
え
が

　
た
く
、
年
号
の
信
愚
性
が
疑
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
扱

　
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

②
こ
の
史
料
は
ま
だ
デ
ィ
ン
ジ
ェ
ス
ト
ウ
・
コ
ー
ト
に
残
さ
れ
て
い
る
一
六
九
七

　
一
一
七
七
二
年
の
商
業
及
び
個
人
史
料
（
グ
ゥ
エ
ン
ト
州
文
書
館
の
分
類
で
は
、

　
O
滋
C
◎
心
1
ω
①
）
の
・
甲
に
あ
る
。

③
例
え
ば
6
器
昌
。
剛
臨
。
乙
欝
O
P
や
、
ピ
。
O
貧
餓
。
5
＞
コ
α
Q
Φ
警
霧
と
い
っ
た
商

　
会
名
が
あ
る
。
い
。
Φ
℃
o
や
9
f
や
b
。
8

④
　
叔
父
ジ
ョ
ン
や
弟
ピ
ー
タ
ー
等
の
例
か
ら
み
て
、
こ
の
こ
ろ
の
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ

　
ト
家
で
は
、
弟
や
息
子
を
成
人
前
後
に
代
理
商
と
し
て
交
易
相
手
地
域
に
派
遣
す

　
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。

⑤
U
p
〈
貫
ミ
§
9
℃
■
①
ρ

⑥
切
。
ω
霧
ρ
口
々
鍔
ω
ω
■
U
舘
。
。
心
ム
ρ
Ω
≦
Φ
糞
図
Φ
8
a
O
鈴
。
ρ
こ
の
史
料
は
一

　
二
枚
か
ら
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
一
七
三
〇
～
五
〇
年
代
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
送

　
り
状
で
あ
る
。
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⑦
　
譲
⑥
の
史
料
の
一
つ
に
、
　
一
七
五
五
年
四
バ
レ
ル
の
水
銀
を
イ
ズ
ミ
ル
の

　
竃
。
ω
鉾
し
。
p
8
0
旨
島
。
欝
｝
す
8
旨
。
鼠
震
舞
二
欝
0
9
か
日
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
ジ
ェ
イ

　
ロ
ブ
一
世
の
勘
定
で
購
入
し
、
送
付
さ
せ
た
取
引
の
計
算
書
が
あ
る
。

⑧
い
ず
れ
も
右
記
の
史
料
に
よ
る
。

⑨
先
の
レ
ゴ
ー
ン
ー
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
間
の
皮
革
の
取
引
の
場
合
、
二
ヵ
月
の
信
用
で

　
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
英
土
間
の
貿
易
で
は
、
一
七
七
〇
年
に
な
っ
て
も
、
サ

　
ミ
ュ
ェ
ル
ニ
世
は
二
年
で
利
益
が
償
還
さ
れ
れ
ば
良
い
方
だ
と
考
え
て
い
た
。

　
∪
僧
く
富
、
嵐
馬
§
o
㌧
や
認
Φ
●

⑩
拙
稿
「
近
代
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
i
一
八
世
紀
の
衰
退
に
つ
い
て
i
」
、

　
『
史
林
』
七
三
一
四
、
｝
九
九
〇
年
。

⑪
U
引
言
ρ
ミ
§
Ψ
9
唱
』
島
。
鯉
b
。
b
。
O
■

⑫
一
七
七
九
1
八
○
年
、
ア
レ
ッ
ポ
で
ヘ
イ
ズ
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
勘
定
で
購
入

　
し
た
生
糸
が
、
レ
ゴ
ー
ン
の
凝
忌
6
U
麟
毛
器
コ
o
o
い
口
二
と
い
う
業
者
の
手

　
は
ず
で
こ
こ
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ニ
を
経
由
し
て
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
輸
送
さ
れ
た
。

　
し
⇔
o
ω
磐
論
鍔
緯
窯
。
陰
。
。
・
U
b
o
お
A
ム
刈
り
Ω
≦
9
詳
丙
⑦
o
o
a
O
津
。
①
・
こ
の
史
料
は
九
四

　
枚
の
史
料
を
ア
ル
バ
ム
に
張
り
付
け
て
あ
る
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
サ
ミ
ュ
エ
ル

　
二
世
と
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
に
関
す
る
も
の
。

⑬
を
昔
。
p
o
や
鼻
‘
や
酷
．

⑭
　
頃
。
ロ
ユ
鳳
渥
く
僧
罠
⑦
p
σ
舞
α
q
『
と
い
う
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ

　
！
チ
ャ
ン
ト
の
手
を
経
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
U
b
っ
お
阜
ミ
の
四
枚
目
の
も
の
で

　
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
の
他
の
史
料
は
U
鎗
。
。
や
お
の
方
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本

　
来
は
そ
ち
ら
に
分
類
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

　
最
近
家
族
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
で
整
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

⑮
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
と
デ
・
ノ
フ
ヴ
ィ
ル
商
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
を
管
。
ジ

　
O
や
O
霊
、
℃
や
島
ム
①
に
詳
し
い
。

⑯
切
。
。
。
窪
農
g
竃
。
。
。
・
．
U
謹
。
。
恥
ム
O
㌧
9
く
。
導
電
。
8
三
〇
津
8
．

⑰
三
管
8
も
や
。
ぎ
マ
＆
■

⑱
や
O
・
琴
け
三
a
o
p
§
恥
ミ
書
斜
§
馬
ミ
寄
竃
、
ミ
§
軸
忌
畑
き
曳
§
糾
」

　
砺
ミ
§
焼
§
暮
“
b
き
ミ
§
ミ
鶏
蕊
ミ
、
零
ミ
讐
O
篭
ミ
馬
＆
％
◎
ご
1
寄
ま
鯵
い
0
5
飢
。
昌
㌧

　
δ
①
8
℃
ワ
b
Q
お
、
ト
ニ
。
。
P

⑲
≦
膏
g
る
や
鼻
‘
署
．
ほ
O
払
録

⑳
⇔
コ
O
ω
下
口
ρ
β
卑
寓
。
。
。
。
．
U
＼
図
じ
d
σ
勾
ω
、
出
Φ
算
h
O
a
ω
聞
『
o
男
①
o
o
『
ユ
O
臨
o
o
．
こ
の

　
史
料
は
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
の
貸
借
対
照
表
（
賢
聖
）
、
彼
の
死
亡
後
の
遺
…
冨
執

　
行
閨
係
の
記
録
や
計
算
書
、
妻
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
預
金
証
霞
、
株
券
か
ら
な
り
、
こ

　
れ
か
ら
彼
の
死
亡
時
の
財
政
審
情
や
妻
の
遺
産
運
用
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

⑳
し
σ
o
ω
即
昌
ρ
嘗
簿
霞
ω
ω
■
U
＼
国
切
σ
切
N
M
鵠
魯
跨
O
a
ω
7
呼
。
幻
o
o
O
a
O
融
。
⑦
．
こ
の

　
史
料
は
、
七
枚
か
ら
な
る
F
＆
L
＆
B
銀
行
の
共
同
経
営
の
契
約
護
書
で
あ
る
。

⑫
　
右
記
の
史
料
に
よ
る
。

⑬
識
⑳
参
照
。

＠
四
つ
と
も
、
じ
σ
。
。
・
彗
ρ
β
暮
窯
㏄
ω
．
U
・
。
蕊
令
ミ
㌧
Ω
’
く
・
暮
菊
。
8
三
〇
臨
。
。
■

⑯
　
三
章
九
頁
参
照
。

（
⑳
　
切
。
。
・
9
昌
ρ
ロ
。
仲
寓
ω
鉾
∪
＼
閏
ご
ご
σ
句
も
。
”
生
繭
無
o
a
。
噂
鉱
8
菊
o
o
o
こ
○
＄
o
o
．

⑳
　
切
。
ω
§
ρ
ρ
δ
け
窓
ω
ω
■
∪
卜
。
一
〇
。
令
ミ
、
Ω
’
〈
o
簿
勾
①
o
o
a
O
曲
o
o
．
な
お
こ
の
衷
は
、

　
も
と
の
史
料
を
か
な
り
整
理
し
て
い
る
。

⑳
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
自
伝
的
ス
ケ
ッ
チ
は
リ
ー
の
本
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
⑦
o
℃
o
や
9
f
℃
や
置
㊤
占
頓
◎
◎
’

⑳
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
一
世
に
九
千
ポ
ン
ド
、
三
男
以
下
に
は

　
八
千
ポ
ン
ド
、
娘
達
に
は
五
～
六
千
ポ
ン
ド
を
残
し
て
い
る
。
一
三
鳥
‘
℃
■
b
。
9

⑳
　
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
の
活
動
と
し
て
、
サ

　
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ
イ
ズ
の
書
簡
を
た
く
さ
ん
引
用
し
て
お
り
、

　
仙
仮
の
載
耐
灘
旧
か
ら
は
両
者
の
活
動
が
こ
の
時
期
…
の
同
家
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
留
一
易
の
申
核

　
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
デ
ィ
ン
ジ
ェ
ス
ト
ウ
・

　
コ
ー
ト
の
史
料
だ
け
を
利
用
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
彼
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
一
世
か
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ら
サ
ミ
ュ
ェ
ル
ニ
世
に
い
た
る
直
系
の
活
動
だ
け
し
か
知
り
得
な
か
っ
た
の
で
は

　
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
の
彼
の
死
亡
記
事
は
、
彼
は
「
自
分
の
利
益

　
の
た
め
に
事
業
に
従
事
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
非
常
に
若
い
と
き
か
ら
自
圏

　
の
商
業
利
益
を
自
分
の
特
溺
な
努
力
の
対
象
と
し
た
。
」
と
述
べ
、
後
段
で
は
レ
ヴ

　
ァ
ン
ト
会
社
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
彼
の
貢
献
を
記
述
し
て
い
る
。
彼
が
自

　
分
の
虚
業
を
全
く
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
誇
張
だ
が
、
彼
が
審
業
よ

　
り
シ
テ
ィ
の
公
職
に
は
る
か
に
専
念
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
O
ミ
ミ
や

　
ミ
§
ジ
さ
讐
N
篤
ミ
、
冒
ξ
蒔
葺
誌
O
α
．

⑫
い
Ω
壱
冨
旨
、
§
馬
穿
尋
ミ
肉
“
嗅
§
鮮
議
ミ
§
§
＜
o
一
」
．
一
3
令
笥
墨

　
O
固
日
鐸
惹
α
q
ρ
一
り
ざ
（
ド
の
け
　
℃
自
σ
一
一
ω
7
①
ユ
　
一
コ
　
一
り
侮
蒔
）
．
や
b
3
お
．

⑭
　
な
お
、
そ
の
後
の
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
銀
行
活
動
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
中

　
葉
に
は
同
じ
ユ
グ
ノ
ー
系
の
ソ
ル
ト
商
会
と
合
併
し
、
そ
の
後
ロ
イ
ズ
銀
行
に
吸

　
収
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
幻
●
Q
Q
．
ω
脚
冤
窪
ω
、
卜
。
黛
§
寒
⇒
ミ
倉
こ
ぎ
ヨ
無
。
曙

　
ミ
き
粛
亀
罫
切
ミ
罫
旨
や
○
改
o
a
㌧
同
8
S
（
東
海
銀
行
調
査
部
訳
、
『
ロ
イ
ズ
銀

　
行
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
｝
九
六
箪
年
。
）
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五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ヅ
ト
家
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
彼
ら
に
は
一
つ
の
業
種
を
祖
先
伝
来
の
家
業
と
し
て
奪
び
、
そ
の
継
続
を
家
族
の
使

命
と
感
じ
る
よ
う
な
意
識
が
戯
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
亡
命
者
の
彼
ら
に
最
初
の
経
済
的
成
功
を
も
た
ら
し
た
絹
物
取
引
と

そ
の
直
接
の
延
長
で
あ
っ
た
レ
ヴ
へ
，
ン
ト
貿
易
は
、
伝
統
的
事
業
と
し
て
執
心
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
衰
退
し

昔
か
ら
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
の
多
く
が
引
退
し
た
一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
同
家
が
こ
の
事
業
へ
の
関
与
を
継
続
し
た
の
は
、
こ
う
し
た

意
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
基
本
的
に
は
、
一
種
類
の
事
業
の
永
続
を
家
族
の
至
上
命
題
と
す
る
よ
う
な
精
神
は
、

彼
ら
に
は
欠
け
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
事
業
と
は
、
な
に
よ
り
私
的
財
産
を
増
し
て
、
安
楽
な
生
活
や
社
会
的
上
昇
を
家
族
に
与
え
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
こ
の
賠
的
に
適
合
的
な
事
業
を
求
め
て
様
々
な
商
業
の
分
野
を
渡
り
歩
き
、
そ
の
結
果
が
多
地
域
へ
の

貿
易
網
拡
大
と
多
業
種
へ
の
事
業
展
開
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
本
稿
の
冒
頭
で
筆
者
は
、
一
族
中
心
の
共
同
経
営
と
い
う
企
業
形
態
こ
そ
が
一
八
世
紀
の
国
際
商
業
の
特
色
た
る
多
角
性
を
生
み
だ
し
た
と

主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
畜
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
八
世
紀
の
貿
易
商
会
は
い
ず
れ
も
同
家

の
よ
う
な
特
定
の
一
族
の
出
資
と
経
営
方
針
の
も
と
に
あ
っ
て
、
彼
ら
の
私
的
資
産
の
運
用
と
未
分
離
で
あ
っ
た
。
一
方
、
晴
代
は
イ
ギ
リ
ス
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の
国
際
貿
易
の
急
激
な
膨
張
期
で
あ
り
、
貿
易
糊
手
地
域
の
増
大
や
、
貿
易
関
連
事
業
一
輸
送
・
保
険
・
金
融
等
一
の
発
展
が
確
実
で
あ
っ
た
。

短
期
で
契
約
を
破
棄
・
更
新
で
き
、
幾
つ
も
の
事
業
を
同
時
並
行
的
に
で
き
る
共
同
経
営
と
い
う
企
業
形
態
が
、
事
業
の
分
散
・
転
換
を
よ
り

容
易
に
し
て
も
い
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
下
で
、
貿
易
商
達
は
一
つ
の
貿
易
地
域
や
業
種
に
執
着
す
る
よ
り
も
、
よ
り
見
込
み
あ
る
市
場
や
商
業

分
野
へ
出
資
を
分
散
す
る
こ
と
を
選
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
八
世
紀
の
国
際
商
業
は
、
多
角
的
事
業
展
開
を
は
か
っ
た
貿
易
商

た
ち
の
編
み
あ
げ
た
無
数
の
小
規
模
な
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
集
合
体
と
し
て
の
姿
を
我
々
に
み
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
一
八
世
紀
国
際
商
業
の
実
像
の
解
明
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
社
会
的

上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
た
同
家
の
歴
史
は
、
商
業
革
命
・
工
業
化
時
代
の
新
興
富
裕
層
の
地
主
化
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
上
の
重
要
な
論
点

を
無
視
で
き
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
結
び
の
節
を
借
り
て
、
筆
者
が
同
家
の
歴
史
に
お
い
て
こ
の
留
錫
を
ど
う
理
解
し

て
い
る
か
を
、
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
従
来
、
一
八
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
実
業
成
功
者
た
ち
の
地
主
化
は
、
そ
の
一
般
性
を
正
確
に
数
値
化
さ
れ
な
い
ま
ま
当
然
視
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
か
し
八
○
年
代
に
な
っ
て
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ベ
イ
ト
マ
ソ
の
『
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
地
主
』
と
遺
言
検
認
記
録
を
も
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
九
世
紀
に
関
し
て
量
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
彼
は
こ
の
世
紀
を
通
し
て
地
主
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
非
常
に
富
裕
な
少
数
派

に
限
ら
れ
て
お
り
、
よ
っ
て
新
興
富
裕
層
の
地
主
化
は
一
般
的
な
現
象
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
大
地
主
貴
族
は
こ
う
し
た
上
層
中
産
階
級
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

隔
絶
し
た
孤
立
し
た
集
団
で
あ
っ
た
と
結
論
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
れ
に
対
し
、
F
・
M
・
L
・
ト
ム
ソ
ン
が
最
近
反
論
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
、
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
彼
の
基
づ
い
た
史
料
の
性
質
上
二

千
ポ
ン
ド
以
上
の
年
収
の
二
千
エ
ー
カ
ー
以
上
の
土
地
の
購
入
者
だ
け
を
調
査
し
た
点
を
問
題
下
し
て
、
も
っ
と
小
規
模
な
土
地
購
入
ま
で
視

野
に
入
れ
る
な
ら
、
新
興
富
裕
層
の
土
地
投
資
は
普
遍
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
比
較
的
小
規
模
の
土
地

所
有
者
た
ち
は
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
の
収
入
で
地
代
収
入
を
補
い
な
が
ら
、
十
分
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
社
会
に
と
け
込
ん
で
い
た
と
も
考
え
て
い
る
。

　
ル
ぜ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ト
ム
ソ
ン
絃
、
比
較
的
小
規
模
の
土
地
（
百
～
千
エ
ー
カ
ー
程
度
）
を
購
入
し
た
新
興
富
裕
層
は
た
く
さ
ん
い
え
こ
乏
、
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ま
た
土
地
購
入
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
完
全
に
引
退
し
た
者
は
少
な
い
駈
と
い
う
二
点
に
給
い
て
見
解
を
鳳
じ
く
し
で
じ
る
q
た
だ
、
ル
ビ
ソ
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ユ
タ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
な
「
ヨ
ー
マ
ン
規
模
」
の
地
主
は
本
当
の
地
主
社
会
の
一
員
で
は
な
い
と
み
な
し
、
一
方
で
ト
ム
ソ
ン
は
彼
ら
を
「
貴

族
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
と
呼
ん
で
、
彼
ら
が
貴
族
と
支
配
階
級
文
化
を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
点
が
、
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
史
は
ど
ち
ら
の
見
方
を
支
持
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
判
断
す
る
た
め
に
は
同
家
の
所
領
面
積
を
知
る

必
要
が
あ
る
が
、
筆
者
は
現
在
ま
で
商
業
史
料
に
限
っ
て
調
査
し
た
の
で
、
全
所
領
の
正
確
な
面
積
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
筆
者
の

　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

接
し
た
史
料
の
中
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
怨
書
が
長
男
の
三
世
宛
に
作
成
し
た
相
続
財
産
の
リ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
二
人
の
所
領
の

概
要
は
解
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
四
年
当
時
で
サ
ミ
ュ
エ
ル
辞
世
が
持
っ
て
い
た
う
ち
最
大
の
所
領
は
、
一
五
〇
〇
エ
ー
カ
ー
弱
の
デ
ィ
ソ
ジ
ェ
ス

ト
ウ
・
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
こ
の
全
て
の
牧
草
地
や
家
屋
を
貸
し
て
年
収
七
〇
〇
～
八
○
○
ポ
ン
ド
を
あ
げ
て
い
た
。
彼
が
住
ま
い
と

し
て
い
た
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
の
方
は
、
屋
敷
と
貸
与
し
て
い
た
二
つ
の
牧
草
地
を
の
ぞ
け
ば
五
九
エ
ー
カ
ー
で
、
こ
の
二
つ
の
牧
草
地
も

両
方
で
年
収
三
〇
ポ
ン
ド
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
か
な
り
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
彼
は
同
じ
エ
セ
ッ
ク
ス
に

g
ウ
・
ホ
ー
ル
と
い
う
地
所
も
も
っ
て
い
た
。
こ
の
面
積
は
リ
ス
ト
に
は
で
て
い
な
い
が
、
一
八
七
七
年
に
売
却
さ
れ
た
と
き
に
は
二
一
〇
エ

　
　
　
　
　
⑦

ー
カ
ー
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
二
世
は
年
三
八
○
ポ
ン
ド
の
地
代
を
得
て
い
た
。
こ
の
他
に
二
世
は
年
収
二
〇
〇
ポ
ン
ド
を
あ
げ
る
地
所
と
、
若

干
の
家
屋
を
所
有
し
て
い
た
。
彼
は
以
上
の
不
動
産
か
ら
、
税
な
ど
の
控
除
を
除
い
て
年
一
三
六
三
ポ
ン
ド
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
計
算
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
と
三
世
は
二
千
エ
ー
カ
ー
弱
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
と
推
定
で
き
る
。
面
積
自
体
も
そ
れ

ほ
ど
広
大
で
は
な
い
し
、
地
代
収
入
も
低
い
の
で
、
彼
ら
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ヨ
ー
マ
ソ
規
模
の
地
主
の
範
疇
の
方
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
直
系
の
相
続
人
で
あ
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
出
世
は
、
義
兄
か
ら
偶
然
に
大
所
領
を
相
続
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
例
外
と

す
れ
ば
、
一
家
の
中
で
も
っ
と
も
広
大
な
所
領
を
所
有
し
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
、
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
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ト
家
は
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
な
大
地
主
化
し
た
商
人
家
族
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
ト
ム
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
年
収
二
千
ポ
ン
ド
の
建
て
売
り
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
付
き
所
領
を
購
入
す
る
の
に
一
〇
万

ポ
ン
ド
が
最
低
限
必
要
で
、
通
常
は
妻
へ
の
年
金
や
次
三
男
へ
の
遺
産
、
娘
の
持
参
金
等
を
別
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
程
度
の

地
所
を
形
成
す
る
の
で
も
一
〇
～
二
〇
万
ポ
ン
ド
は
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
実
業
界
へ
の
投
資
を
残
そ
う
と
す
れ
ば
数
十
万
ポ
ン
ド
の
資
産
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
メ
ン
バ
ー
の
遺
産
額
に
つ
い
て
は
不
動
産
資
産
の
評
価
額
ま
で
含
め
た
デ
ー
タ
は
な
い
の
だ

入
用
で
あ
っ
た
と
い
う

が
、
先
の
章
で
触
れ
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
一
世
や
サ
ミ
ェ
エ
ル
ニ
世
の
貸
借
対
照
表
か
ら
考
え
て
そ
れ
は
一
〇
万
ポ
ン
ド
前
後
で
あ
っ
た
と
判
断
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
彼
ら
は
大
規
模
な
所
領
を
形
成
で
き
る
よ
う
な
資
産
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
地
価
が
安
い
モ
ン
マ
ス
シ
ャ
ー
に
中
規
模
の
所
領
を
形
成
し
、
そ
れ
と
は
別
に
ロ
ン
ド
ン
近
郊
に
も
小
規
模
な
地
所
付

き
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
梅
え
る
と
い
う
選
択
を
し
た
。
地
代
収
入
の
乏
し
さ
は
有
価
証
券
投
資
や
事
業
の
継
続
で
補
わ
れ
た
。
こ
の
こ

と
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
唇
面
の
所
得
構
成
（
蓑
五
）
が
明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
三
世
も
父
と
同
じ
よ
う
に
行
動
し
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
近
郊
を
離
れ
デ
ィ
ン
ジ
ェ
ス
ト
ウ
に
住
み
は
し
た
が
、
銀
行
業
へ
の
関
与
は
継
続
し
て
い
る
。

　
ボ
ゥ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
間
違
い
な
く
、
当
時
最
も
成
功
し
た
商
人
家
系
の
一
つ
と
言
っ
て
い
い
。
そ
の
彼
ら
に
し
て
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
と

い
う
事
実
は
、
一
九
世
紀
大
規
模
な
所
領
を
形
成
し
た
実
業
家
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
大
多
数
は
小
規
模
な
所
領
の
購
入
に
と
ど
ま
り

ビ
ジ
ネ
ス
を
土
地
購
入
後
も
二
、
三
代
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
の
だ
と
い
う
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
ト
ム
ソ
ン
の
事
実
認
識
が
正
し
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑨

証
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
二
人
の
ど
ち
ら
を
支
持
す
る
か
は
、
こ
の
事
実
の
解
釈
に
か
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
中
途
半
端
な
地
主
化
が
支

配
階
級
と
の
融
合
を
可
能
に
し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
支
配
階
級
と
の
融
合
を
政
治
参
加
と
い
う
尺
度
で
考
え
る
な
ら
ば
、
ボ
ウ
ズ
ソ
キ
ッ
ト
家
の
人
々
は
地
方
政
治
に
お
い
て
中
心
的
権

能
を
担
い
、
掴
政
に
お
炉
て
は
政
治
象
と
し
て
の
活
鋤
は
少
な
い
が
億
僚
的
役
割
を
＋
分
に
果
た
し
え
。
そ
し
て
政
治
や
社
交
の
場
を
婁
た
、
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政
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
大
貴
族
達
と
深
い
交
流
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
次
に
、
貴
族
身
分
の
確
保
と
い
う
尺
度
で
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
は
最
後
ま
で
そ
の
よ
う
な
華
々
し
い
身
分
上
昇
を
経
験
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
貴
族
と
の
通
婚
も
ま
れ
だ
っ
た
。
む

し
ろ
彼
ら
は
身
内
同
士
で
結
婚
し
、
財
産
も
土
地
の
他
は
次
三
男
に
も
均
分
に
相
続
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
中
産
階
級
的
な
生
活
態
度
を
再
生
産

す
る
の
を
好
ん
で
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
買
え
る
だ
け
の
土
地
を
買
お
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ニ
世
の

所
得
構
成
は
、
遊
休
資
産
の
多
く
が
有
価
証
券
に
投
資
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
お
い
た
方
が
妻
や
次
三
男
に

相
続
さ
宰
や
す
い
し
、
投
資
と
し
て
も
安
全
だ
と
判
断
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
土
地
が
い
か
に
社
会
的
上
昇
を
保
証
し
よ
う
と
、
遊
休

資
産
全
て
を
土
地
に
投
資
し
、
で
き
る
限
り
広
大
な
所
領
を
形
成
す
る
と
い
っ
た
行
動
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
一
例
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
彼
ら
が
支
配
階
級
と
融
合
し
た
か
ど
う
か
ど
ち
ら
か
に
決
め
て
し
ま

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
支
配
階
級
と
の
融
合
と
い
う
概
念
自
体
、
程
度
に
段
階
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
程
度
の
融
合
を
も
っ
て

是
と
す
る
か
と
い
う
含
意
が
研
究
者
間
に
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
続
け
て
も
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

と
ト
ム
ソ
ン
の
解
釈
の
違
い
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
重
ね
る
よ
り
も
、
彼
ら
の
事
実
認
識
に
更
に
実
証
的
証
拠
を
積
む
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
ボ

ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
の
例
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
の
方
が
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
ボ
ウ
ズ
ン
キ
ッ
ト
家
史
は
、
数
量
エ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
大
所
領
を
形
成
し
完
全
に
商
業
界
を
離
脱
し
て
地
主
化
し
た
よ
う
な
商

人
は
き
わ
め
て
例
外
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
同
家
の
よ
う
に
非
常
に
成
功
し
た
商
人
で
も
、
完
全
な
地
主
化
が
可
能
な
よ
う
な
資
産
を
手

に
で
き
た
者
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
彼
ら
は
、
中
小
規
模
の
所
領
を
購
入
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
る
地
主
兼
実
業
家
の
生
活

を
選
択
し
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
長
男
に
不
動
産
を
集
中
し
て
遺
贈
し
、
積
極
的
に
政
治
や
名
望
家
的
活
動
に
参
加
し
、
貴
族
階
級
と
も
交
流

す
る
と
い
う
点
で
支
配
階
級
化
し
て
い
た
が
、
か
た
や
動
産
を
均
分
相
続
に
し
た
り
、
自
分
達
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
婚
姻
を
重
ね
た
り

す
る
な
ど
中
産
階
級
的
な
価
値
観
を
保
持
し
て
お
り
、
貴
族
と
婚
姻
し
た
り
貴
族
身
分
を
達
成
し
た
り
す
る
者
は
希
だ
っ
た
。

　
’
以
上
、
本
稿
で
は
、
本
論
に
お
い
て
、
基
本
的
に
家
族
の
私
的
資
産
運
用
を
目
酌
と
し
て
貿
易
商
会
が
営
ま
れ
た
結
果
一
八
世
紀
の
国
際
商
業
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は
次
々
に
現
れ
て
は
消
え
る
無
数
の
小
規
模
な
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
集
合
体
と
い
う
様
相
を
呈
し
た
と
結
論
し
、
補
論
で
、
こ
う
し
た
貿
易
商

の
末
蕎
達
は
一
九
世
紀
に
地
主
化
を
は
た
し
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
参
加
な
ど
の
支
配
階
級
的
待
遇
を
享
受
し
た
が
、
こ
の
地
主
化
は
ビ
ジ
ネ
ス

と
兼
業
さ
れ
る
小
規
模
な
も
の
で
、
支
配
階
級
と
の
融
合
も
不
完
全
で
多
く
の
中
産
階
級
的
価
値
観
や
行
動
様
式
を
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
最
後
に
近
代
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
生
き
様
に
つ
い
て
こ
の
二
つ
の
結
論
か
ら
導
び
か
れ
る
筆
者
の
見
方
を
述
べ
、
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。

　
一
八
世
紀
の
貿
易
商
は
、
国
際
的
商
業
発
展
の
初
期
段
階
と
い
う
こ
の
時
代
の
性
格
を
反
映
し
て
、
一
地
域
や
一
業
種
に
専
門
化
し
な
い
総

合
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
彼
ら
に
は
特
定
の
業
務
を
祖
先
伝
来
の
家
業
と
し
て
尊
び
継
承
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
意
識
は
な
く
、
む
し
ろ
事
業

の
多
角
化
や
投
資
の
分
散
化
が
一
族
の
経
済
的
安
全
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
た
。
土
地
は
こ
う
し
た
投
資
対
象
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
他
の
投

資
活
動
や
事
業
活
動
と
同
時
並
行
し
て
行
わ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
彼
ら
は
経
済
的
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
事
業
や
投
資
を
配
分
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ま
ず
彼
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
明

ら
か
に
、
よ
り
安
全
で
労
力
の
い
ら
な
い
も
の
ヘ
ー
す
な
わ
ち
命
を
賭
し
て
の
航
海
が
必
要
な
遠
隔
地
商
業
か
ら
融
資
や
保
険
業
ヘ
ー
と
推
移

し
て
い
っ
た
。
ま
た
土
地
は
有
価
証
券
と
比
べ
て
か
な
り
低
い
利
子
し
か
提
供
し
な
い
投
資
対
象
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
数
百
～
画
数
百
エ

ー
カ
ー
規
模
で
土
地
を
購
入
す
る
事
業
家
は
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
土
地
購
入
に
、
経
済
上
の
理
由
と
は
別
の
何
ら
か
の
社
会
的
意
味
合
い
を
見

い
だ
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
程
度
の
土
地
は
、
完
全
な
地
主
化
に
十
分
な
だ
け
の
収
益
を
あ
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
見
渡
す
限
り

牧
草
地
に
囲
ま
れ
た
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
生
活
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
を
大
地
主
貴
族
の
仲
間
に
も
し
な
か
っ
た
が
、
地
方
の
名

望
家
と
し
て
の
待
遇
や
国
政
・
地
方
政
治
へ
の
深
い
関
与
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
・
社
会
的
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
を
考
慮
し
た
上
で
、
土
地
・
有
価
証
券
・
事
業
に
投
資
を
分
散
し
て
自
己
に
と
っ
て
最

良
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
ナ
を
つ
く
る
こ
と
、
こ
れ
が
一
八
・
一
九
世
紀
の
商
人
の
生
き
様
で
あ
り
、
こ
の
生
き
様
が
当
時
の
国
際
商
業
の
あ
り
様

を
規
定
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

　
①
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。
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The・　Bosanquet　Family　Enterprises　in　the

　　　　　　　　　　Eighteenth　Century

by

KAwAwAKE　Keiko

　　In　eighteenth－century　Britain，　merchant　activities　were　on　a　relatively

small　scale．　Merchants　ran　their　enterprises　as　partnerships；　involving

only　their　friends　and　£amily．　Large－scale　companies　did　not　appear

until　the　end　of　the　nineteenth　century．　工nstaed，　eighteenth－century　mer・

chants　engaged　in　many・　small　enterprises，　aS　diverse　as　ship－owning，

insurance，　investments　in　industry　and　transportation，　and　banking．　They

were“ №?ｎｅｒａ１皿erchants”rather　than　speciaiists．

　　Through　a　study　of　the　Bosanquet　family，　this　paper　demonstrates

that　such　diversification　was　one　of　the　most　remarkable　characteristics

of　eighteenth－century　merchant　activities．　The　Bosanquets　was　a　famous

Huguenot　family　who　imm1grated　to　Britain　in　i685　and　engaged　first

in　’the　silk　trade．　By　the　mid－eighteenth　century，　they　acted　as　the

London　correspondents　of　Dutch　brokers　who　traded　in　English　stocks；

had　interests　in　insurance　companies；and　lent　money　on　mortgate　to

planters　in　the　West－lndies．　From　the　end　of　the　eighteenth　century，

they　entered　the　banking　business．　During　the　same　period，　they　pur－

chased　several　hundred　acres　of　land　in　the　suburbs　of　London　and

Monmouthshire．

　　The　history　of　the　Bosanquets　not　only　reveals　the　diversity　of　mer－

chant　activitiesi　／but　also　shows　how　merchants　becarne　rentiers．　ln　the

case　of　the　Bosanquetsi　the　revenue　frorn’　their　real　estate　was　not

suM’cient　to　support　their　lifestyle，　and　they　contiuned　business　for　two

or　three’ №?ｎｅｒａｔｉｏｎｓ　after　they　bought　land．　ln　the　nineteenth　century，

as　F．　M．．L．　Thompson　points　out，　this　lifestyle　became　more　typical　than

the　complete　retirement・　from　business．
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